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まえがき

本書は、’ 95年10月の新型サンバー発売に際し、既販車との相違 

点の技術的内容並びに整備要領を解説したものです。
下記資料と併せて、本書をご熟読の上サービス並びに販売活動に 

ご活用いただきますようお願い申し上げます。
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なお、本書の内容は1995年10月発売の車両を基に作成してあり 
ます0車両の仕様変更等により今後の車両と内容が一致しないこ 

とがありますので、あらかじめご承知おきください。今後、仕様 

変更などがあった場合には、テクニカルインフォメーションその 

他でご連絡いたします。

1995年10月
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三方開

両側開

2シータ

4シータ

2シータ

4シータ

一1

形式一覧表

ラ
ルハ
Iイ

フ

三方開

(特販車を除く）

車両型式 エンジン 駆動方式 グレード
トランス 
ミッション

車両型式記号 〇?
コード

類別区 
分番号

5丁0 尺33迟31%

似（(：地)
5丁0スペシャルII

5^1
〖536351^

ソ氓53 50 2霸
50又

^53632^1

尺53只32乙
〖33丑3颜

似(0^)
50父 尺531^32^1

仏

仏

021
270
032
122
052
032

062
201

510
3丁0スペシャルII X54E35N

从(0^5)

^：54532\ 仏

ル〖54 5斤4觀 丑乙十5^
50 50又 〖54丑321

从(0^) I^84N132N
腿

011
180
032
091
032

042

062
141
062

乂心3
似（(：地)
似（刪)

2^0 5丁0
5^7 ひ3臟1^
丑(:VI 1^3^1810

211
591

5丁0
―(0^5)

30又
51^丁

ひ3丑511^
ぴ3它52^4

丨ひ3 似（應) 2卵
3丁0

似(0^5)
50父
さわやか（50\)

5^4 丁

5(：
50又
さわやか（30ズ)

E^VT

810
顺（應） 5^4^0 50乂

さわやか

50 抓4那 さわやか（30乂)

5訄丁

丑(:VI

10/3^15逐
心31^5】(：

^3^521^

1(^3X1521
9乂

1(^42525

^4^1525
9又

010
030
042
060
660
093
273

113

500
020
062
232
082
400

3尺：標準ルーフ 5汀：セレクティブ4\^0 

^ :フルタイム4\\^)

標
準
ル
ー
フ

ツ
ク

ハ
イ
ノレ

I
フ

標
準
ノレ

1
フ

ハ
イ
ル

1
フ

5
0

ハ
イ
ル
—
フ

〜、/

ン
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車両.エンジン，トランスミッション形式一覧 形式一覧表（特販車を除く）

車種名称 エンジン型式
トランスミッション
型 式

フロントデフ
型 式
(識別記号）

主要装備
X
ア
コ

7\0
ワ
ス
テ

フ
リ

1
アホ 
クイ 
ス1 
ルル

リ
て
丁
フ
〇
ツ
ク

回
転
対
座
シ
I
卜

八
8
3

顶601^3八〇 ！ 1

〇
已丽丫ソ1)5八0 丁㈣腦6八丑

顶601八八3八〇

1

1丑丽〇/奶杉八

丑廝(：ソ115八0
顶6018八4八〇 VI^1FEN

1

6丽。ソ1；5八八 〇
圮觀ぴ1；5八0 丁观018八4〇1) 〇 〇

丑蕭丫ン115八0
顶601884八〇 4

1^60166200 マ10卿 〇 〇
丑顺(：ソ115八0

丁貿6018六4八〇
I

〇
顶60說400 一 〇 〇

只顺〇:稱別 顶601八八3八〇
|抓07卩ソ05八0 丁340励6八只 ||

—。 1601从3入0

；
I 1

11 1

184011^06入只
1 5順〇ソ奶八0

顶601八八3八〇

1
-

石蕭(：\^5八八 〇
8顺バ〇5八0 |

ち丽丫ソ05八八 1^401邪6八石 1

I 了ハ^ァ丁卞亡-成ハ

丁買601〇八5八〇 VI^1FEN1石1^07卩\！15八0 卜

，

圮顺丫\^)5八0 ソ尺1尸⑽
111

1只丽丫マ05八八
，114リ11^50八じ

〇

サンバートラック標準ルーフ

サンバートラックハイルーフ

サンバートラック標準ルーフ

サンバートラックハイルーフ

サンバーパネルバン

サンバーバン標準ルーフ

サンバーバンハイルーフ

サンバーバン標進ルーフ

サンバーバンハイルーフ
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車両.エンジン.トランスミッション形式一覧——形式一覧表（特販車を除く）

ボディ 車両型式 エンジン 駆動方式 グレード
トランス 

ミッション
車両型式記号 0F

コード
類別区 
分番号

バ3^1542 133
5^

^3^1583 521

1)1&8 3
^31^540

仏
511E^VT

^3^1580 531

似（撕） - 681
5^ 1^31^1573

730

デ
1观

01^3クラシックハ 691
只(:VI ^3^1570

740

ィ
5^ 1^31^046

372
ィ 0^5 571

サンサンルーフ
五(:VI ひ31\404(：

民入 561
ノレ 581

ァ 30
01^5 II 5慰 411
サンサンルーフ 已〇ソ丁 ひ31^1。5し 四 422

I 5/1 轉〇 112

听4響
01^3 5

^41454^ 420
ス フ 似（順）

5^1 500
8几4那 〇1&5クラシック

630

01^8 IIマレッサ
^4^5 6^ 431

只〇ソ丁 ^4^1563 [又 440

332
30 F/T4\VI)

51^丁 ^4^105^
〇1&3II 531
サンサンルーフ 反已

341- ^4^058
TE 541



車両春エンジン.トランスミッション形式一覧一形式一覧表（特販車を除く）

車種名称

サンバーデイアス5

サンバーデイアスクラシック

サンバーデイアス5 
サンサンルーフ

サンバーデイアスII 
サンサンルーフ

エンジン型式

丑顺バ05八八

トランスミッション 
型 式

フロントデフ 

型 式 
(識別記号）

1601八八3八0

丁^1601八八3八0

13401耶6八已

顶601八八3八〇

丁丑401耶6八6

1601八63八0
丁840腦僅

主要装備
エ ；\0 フ リ 回 八
ア 7 リ ア 転 8コ ス 1 デ 対
ン テ アホ フ 座 3

クイ 〇 シ
ス1 7 1
ルル ク 卜

〇 1

〇 〇
〇 〇 |
〇
〇
〇 〇
〇 〇
〇
〇 〇
〇 〇
〇
〇 〇
〇 〇
〇
〇. 〇
〇
〇 〇
〇 〇
〇 〇
〇
〇 〇
〇 〇
〇
〇 〇
〇 〇
〇 〇
〇 〇
〇 〇
〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇
〇 〇
〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇

石爾卩ソ1；5八八
サンバーデイアス5

サンバーデイアスクラシック

サンバーデイアスIIマレッサ 迟1^07バ〇5八八

顶6010人5八0

丁丫60似5八〇

VI^1FEN
顶6010八5八0

丁丫601只85八〇
丁丁401？36八圮 化1ド⑽

丁丫60卿5入〇
サンバーデイアスII 

サンサンルーフ

丁丁401？86八丑 ソ㈣⑽
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車両鲁エンジン.トランスミッジョン形式一覧——形式一覧表（特販車；赤帽，」八)
II

I形式一覧表（特販車；赤帽，」八）

ボディ 車両型式 エンジン 駆動方式 クレード
トランス

ぐツン3ン
車両型式記号 〇,

コード

類別区 

分番号

卜

7

ク

ハ
イ
ノレ

1
フ

標
準
ノレ

1
フ

三方開

似（⑽）

2響 赤帽 5^
^53^130^ 072

80
尺531^30〖 082

已(:VI 反53以30し - 092

似(0^) 5ぴ4醫 巵乙十
反34E3AN

032
IX

仏 091
スペシャル X34E35N 5乂 180

5じ ？ぴ4衝 反5463八5 052
N0 从（。姑） 5厂4響 赤帽 已乙十51^丁 E：34E30N 072

パ
ネ
；レ 
バ 
ン

ハ
イ
ノレ

1
フ

両側開
似（。地）

2觀
赤帽

5^ 1^31^801^ 231
50 ひ3^80し 630
似（剛） 5斤4驟 ひ必18011 212

バ N0 2シータ 孓ひ4 从（麗） 3厂精〇 赤帽 ひ41^51^ 051
只尺：ハイルーフ



車両，エンジン.トランスミツシヨン形式一覧——形式一覧表（特販車；赤帽，」八)

車種名称 エンジン型式
トランスミッション
型 式

フロントデフ

型 式
(識別記号）

主要装備
X
ア
コ
ン

/ゞ
7
ス
テ

フ
リ

1
アホ 
クイ 
ス1 
ルル

リ
ア一％
丁
フ
〇
ヅ
ク

回
転
対
座
シ

1
卜

八
8
8

サンバートラック
赤帽

顶601“3他 參
只丽丫\^500 顶601仙3八〇
迟丽丫\^)500 丁840驟6八丑

サンバートラック
1八

只丽。ソ115八0
胃6013人4他
，601只八4丑0 〇

雷60說4八〇 〇
サンバートラック1八スペシャル
サンバートラック1八 會

サンバートラックハイルーフ赤帽 EN07^V11500 顶6018入4八〇 冗11^
サンバーパネルバン 
ハイルーフ

赤帽

已丽⑺㈣〇 顶601从3八〇
圮丽丫ソ0500 彻01呢6八丑

只腦卩\^；500
顶6018八4八〇

VX1FENサンバーバンハイルーフ赤帽 顶6010八5八0
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車両.エンジン.トランスミツシヨン形式一覧------車両型式記号の説明

車両型式記号の説明

6

0 秦##

2^0 5速十财
(顚）
2^0圮⑺丁 
十心（撕）
4彻5速
十似（腿）

卩…4\\の5速+3(：
^…4\\^)圮1^5速

十似（應）
4卯圮し5速
+50
2— 5速 +5(：

I 鲁參#

翁##

# # #

#参#

# # #

馨馨馨

510又ペシヤル
5丁0
3吸
0105 62

0165 8

0103 II

離##

# # V

二方開
5ドア

芭…標準ルーフ

3 — 660 2^0

5…トラック

X…軽シリー

し 9 9 9

5

2聊 E^VT
+50

IV！…2冒0 5速
(〇3^)

1^“4^0 5し5速
十似（。地） 

4^0丑〇 VI
+50
4\\の5速
十似(^5)

XV 阶4〜0 5速
十似（湖）
听4驟5速 
+50

T

V

寒##

畢##

参蠢#

秦擊.

藝擊.

翁##

V

016811，マレッサ 
0103，クラシック 
0163 52 
I八

赤帽
5丁0 2シータ

赤帽2シータ

鲁學#

擊雜參

パネルバン 
サンサンルーフ

レ!…ハイルーフ

參## 660 4^0

鲁擎# バン，パネルバン, 
01^8

V…平成2年排出ガス規制適合車



国エンジン型式記号の説明

車両.エンジン.トランスミツシヨン形式一覧——エンジン型式記号の説明/トランスミッション型式記号の説明

〇…N0, 175なし標準 
八…八/0付(八冗十175付を含む)

八…標準 6 — 赤帽

1—2 —3…本書では5を使用

0 -尺尺2^0已(:乂丁
X …^ 2^0 5^

じ…5^4^051^1
V …阶4^0 51^

V…商用系

〇…、八，キヤブレータ し…し尸〇
V -- 50 -已麗 卩…巳題

07…6600(：

軽系4気筒

エンジン
(注）5斤：セレクテイブ

的：フルタイムの略号

ランスミッション型式記号の説明

IV！ 6 0 1 八 八 3 八 0 八

〇

謬會瞻

摩争鳙

鲁猶參

仕様差異（しな;5) 八
8
0

會參參

蠢鲁讎

八
6
0
0

八
6
0
〇

辱##

鲁#籲

#零鲁

翁##

標準 8…〇〇]サークリップどめ
001サークリップどめ十インヒビタ5…付 
00】サークリッブどめ十セレクトレバーボリュ 
ウーム1)卩
〇〇!サークリップどめ十インヒビタ5冒付 
十コントロールケーブル自動調整

標準 〇…デフロック十フリーアクスル付
デフロック付 
フリーアクスル付

2 —3 —4…本書では2〜6を使用

NA -キヤブレータエンジン 
5(:.エンジン 
赤帽用エンジン 
、八巧エンジン

# #馨

鲁參#

命參#

曝拳拳

5从丁尺尺2^0 只
6し十5『4^0 N
EL+5^AT F/T 4^/1) ？
5^ 5/14^0

譬參#

會#離

春##

5^1丁 ^ 4^0 
只〇ソ丁尺尺2^0 
已〇 VI ^ 4^0

1…サンバー660系トランスミッション

60 - N11 (メーンシャフト〜ドラピン間）
40…[〇乂丁（プーリ芯間 <140〉を下2桁で表示)

トランスミッション
変速，駆動区分

8
丁

丁

參#參 2^^^ N1
¥17 4^0已(：VI

2\\^抓 丫…研撕〇!^ 
V/… 5汀4ガ01^丁

囑參籲 トランスミッション



1 一21 ^各種打刻番号の位置

国打刻開始N0.

〈車両〉 〈エンジン〉 〈トランスミッション〉

^53 110001 £N07 407267
反54 260001
ひ3 170001
ひ4 140001

頂60 
頂60〉 

丁丫60ン 

丁8401
1140 I

827595

872267

〈注記〉
1，エンジンの打刻は，£N07(：(キャブ)，£N07? (№1),£N07丫 (50)の区分なく混合連番で採番しています。 
2.マニュアルトランスミツシヨンは，1^16〇，1^60，丁说〇を混合連番で，丑〇ソ丁系は，1340，几40を混合連番 

で採番しています。
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2 エンジン

変更項目のみ記載、記載なき項目は、 
既刊の新型車解説書^整備解説書を参照 
下さい。

2— 1 エンジン概要
II仕様.............................................. 2- 2

2-2 エンジン点検.調整
國準備品.......................................... 2- 3
II整備要領...................................... 2- 3

(1)圧縮圧力，（2)点火時期
(3) アイドリング回転数
(4) アイドルバキユー厶

(5) 〇〇，㈠〇濃度

2-3 £N07¢型ェンジン（キャブレータ）
國概要.............................................  2— 7
II構成部品...................................... 2-3
麵構造.作動……......................2- 9
II整備要領...................................... 2^14

2-4 EN07F型エンジン（NA - EIVIF>I)
画概要.............................................  2^15
画構成部品...................................... 2- 15

2-4-1 エンジン主機
国構造.作動.................................. 2-16

2-4-2動弁機構
圓構造.作動.................................. 2 — 13

2-4—3 エンジン潤滑システム

II構造，作動.................................. 2-20

主要変更点

2-4-4 エンジンクーリングシステム

國仕様......................... .................... 2 - 21
2-4-5 エアインテークシステム
II構造-作動. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2 - 22

2—4—6 フューエルシステム

II 概要.............................................. 2-24
圈システム全体図.......................... 2 — 25
國システム構成表..........................  2-26
国入出力図. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2-27
臞コントロールシステム..............  2-23

圓故障時のバックアップ機能……2-32
国構造，作動.................................  2-34

2—4—7 エキゾーストシステム

II構造，作動. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2-39
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(1)キャブレータ車のェンジン№N070型）には、60只システムを追加し、従来の排気ガス浄化装置と合わせ、

排気ガス規制（10.15モード）に対応した。この丑〇只システムは、サーモバルブで水温を検知し、インテー 

クマニホールドに還流する排気ガスを制御する。

⑵今回、NA ―五碰丨仕様の£N07?型ェンジンを新規に採用した。このNA -仕様は、継続車の30— 

丘1^1仕様に対し、下記の制御系を変更した。

① 燃料噴射制御：グループ噴射（30 - 81^1？丨はシーケンシャル噴射）

② I 3 0制御：空気圧サーボ式130 (50 - £№1はデューティ制御式130)

③ ノック制御：無（50 - E^F^は有）
④ ラジェータファンは、水温センサによりじ〇1；で制御する。（30-£№1はサーモスイッチでファンを 

〇队（^)
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仕様

く概要〉

(1) 今回、NA- 仕様（自然吸気、電子制御式燃料噴射装置）の07尸型エンジンを追加し、継続の

£N070型（NA—キャブレータ）、07V型（30 —£№0を含め、エンジンの基本型式を3種類とした。

(2) EN070型エンジンに、丑〇只システムを追加し、排気ガス規制（10.15)に対応した。

疆 麗II ^ :'
(注記）五〇尺システム：排気ガスの一部を五〇只バルブを介してインテークマニホールドに還流させて燃焼'! 

ガス温度を下げ、排気ガス中の3^0父を低減させる。

ぐ主要諸元ン

エンジン
£N07。型（継続） 迟丽卩型（新規） 丑丽丫型(継続） 1

NA—キャブレータ 似一丑腿 5。- 丑順 |

シリンダブロック配置 直列4気筒横置 ぐ
|総 排 気 量（〇〇)

658 -
|内径X行程（111111) 56. 0 X 66.8 -

弁 ^ 構
30^0 2バルブ（取1远又1) 

ロッカアーム方式
一

燃料供給方式
キャブレータ

(ベーン式可変べンチユリ）
丑應（電子制御纖料噴射)

(2グルーブ噴射）
一

(シーケンシャル） 1
|過給方式

〆^
メカニカルスーパチャージャ（N13¢)

点火方式 無接賊（遠心真空式進角）
クランク角センサ付601；コント 

ロール（電子式）
|点火順序

#1一#3一#4一#2 -
|圧 縮 比

9.8 8.3 1

1システム 有 無
~~~~一

最高出力（？5ス11)111) 40/6500 46/6400 55/6200 1

最大トルク# 5. 5/3500 5. 6/4800 7.1/3800 1

I燃料消費率（驭/降，11)[卬111] 215 [2500] 215 [4000] 240 [2600] 1
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2—2 エンジン点火.調整

I準備品
今回追加したNA ― 車のエンジン点検.調整について記載した。

区分

灯

計器

工具番号

49830 7200

49834 5900

市販品

//

名称

スバルセレクトモニタキッ

力ートリッジ

コンプレッシヨンゲージ

タイミングライト

エンジンチューナ

00-110測定器

用途

エンジン回転数、点火時期の測定

スバルセレクトモニタ用

コンプレッシヨン（圧縮圧力）の測定

点火時期の測定

エンジン回転数、点火時期の測定

排気ガス00、110の彻]定

國整備要領（1)圧縮圧力

—点検-------------------------------------------------

(1)ェンジンを充分暖機運転し、イグニッシヨンを 
〇尸卩にする。（ラジェータファンが2回作動するま 

で暖機を行う。）
⑵燃料系の燃圧を低下させる。

① フューェルポンプハーネスのコネクタを分離 

する。
② エンジンを始動し、エンストするまでまわす。 

ェンジン停止後さらにスタータを約5秒間まわ 

し、イグニッシヨン3界を〇ドドにする。

⑶スパークプラグを4本とも全部取外す。

⑷スロットルバルブを全開にする。

(5)スパークプラグ取付け穴に、コンプレッション 

ゲージを当てる。

コンプレッジョソゲージ

(6)スタータモータをまわし、コンブレッシヨンゲー 

ジの指針が停止したときの最高値を読み取る。

繼
‘バッテリ全充電状態で行うこと。

-スタータは機能、作動とも良好なものを用いること。 

，測定は各シリンダ毎に少なくとも2回以上行うこと。 

*NA車はコンプレッションゲージの先端とピストン 

がぶつかる可能性があるので、ねじ部長さが18111111 
以下のものを使用すること。

[参考]継続車

似 一 E^F1

(EN0^F)

ーキャブ 

№N070)

5。一
卿07丫）

圧縮比 9.8 9.8 9.3

コンブレツシヨン
基準值0^。ぜ/聊)

11.3/300 11.3/300 9. 8/300

シリンダ相互間差 
(故/。が） 1. 0以下 1.0以下 1.0以下

コンブレツシヨン
限度値如/。が細)

9.8/300 , 9.8/300 8. 3/300

⑺圧縮圧力が低い場合は、次の項目を点検する。
暑バルブの圧縮漏れ（バルブとバルブシート間）

-ピストンリングの摩耗 

，ビストン、シリンダの摩耗 

，シリンダへッドガスケットの漏れ 

⑻圧縮圧力が高い場合は、燃焼室、ピストンヘッド 
のカーボン堆積を点検する。
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エンジン点検.調整一整備要領

(2)点火時期

点検，調整

く点検〉

(1) ヱンジンを充分に暖機運転する。（ラジェータフ 

ァンが2度作動するまで）

(2) 運転席前下部のテストモードコネクタ（緑色）を 

結合し、リードメモリモードコネクタ（黒色）を分 

離する。
(3) タイミングライトを使用して（タイミングライト

の“わに口”を#1シリンダのハイテンシヨンコー 

ドにクリップする）、タイミングベルトカバー彻】の 

爪の位置とクランクプーリの溝が一致しているこ 

とを確認する。

8丁0010。

#1、#4ピストン 
上死点位置

クランクプーリ

基準値 [参考]継続車

似一丑娜車 似—キャブ車 30- 玨丽車

10° ±3° 7800 ±5〇11)〇1

3X00 6° 士3°
/8013 士 50.1*1)10

310010° ±3° 

7800 ±50^12

く調整〉

点火時期が基準値を外れている場合〔左記（3) 
項でベルトカバーの爪とプーリの溝が一致しない 

場合〕は、ディストリビュータ本体の取付ボルトを 

ゆるめ、ディストリビュータ本体を回して点火時期 
が基準値内に入るよう調整する。

(3)アイドリング回転数

点検

(1) 〇チヱックを行いインパネ内の 

珏1^0胃ランプが点滅してない（トラブルがない） 

ことを確認する。
⑵ェンジンを充分に暖機運転する。（ラジェータフ

ァンが2度作動するまで）
(3)タイミングライトを使用して点火時期が基準値 

内にあることを点検する。（上記参照）
⑷エンジン回転計をセットし、アイドリング回転数 

を点検する。

基準値

祖一迟應車

[参考]継続車

800 ±50で!)10

NA—キヤブ車 50 -丑丽車

800 土 501*1)111 そ一

注意

9

ヒータブロア、へッドランプ、ラジェータファ 

ン、リヤデフォッガ等すべての電気負荷が〇ドド 

の状態で行う。

上記のいずれかが01^のとき、
アイドリング回転数：850±50卬茁 

であることを確認する。

⑸アイドリング回転数が基準値を外れている場合 

は、別冊の「電子制御装置トラブルシューティング 
マニアル」を参照して下さい。
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エンジン点検.調査一整備要領

(4)アイドルバキューム

点検

くバキュームゲージを用いる場合〉

(1) ヱンジンを充分に暖機運転する。（ラジヱータフ 

ァンが2度回って停止した状態）

(2) エンジン上部のインテークマニホールドコレク 

夕に取付けられている圧カセンサ用ホースとコレ 

クタ間に丁字ニップルを接続し、もう一方にバキ 

ュームゲージをセットする。

(3) アイドリング状態（無負荷）で吸入管負圧を読み

取る 0

注意 エアコン、ヘッドランプ、リヤデフォガ. 

ラジェータファン等すベて01^のこと。

基準値（1111！1112ズ1：1)111)

-370〜-490/800

-350〜-470/800

[参考]継続車 

-350—470/800

-330—450/800

くセレクトモニタを用いる場合〉

(1)ェンジンを充分に暖機運転する0 (前項と同じ）
⑵セレクトモニタをセットする0

(3) テストモードコネクタ、リードメモリモードコネ 

クタ共、分離されていることを確認する。

(4) セレクトモニタのファンクションコードド14を 

モニタし、アイドリング状態（無負荷）での吸入管 

圧力を読み取る。
ェアコン、ヘッドランプ、リヤデフォガ、

ラジェータファン等すべて〇ドドのこと。

注意

く吸入管圧力が基準値を外れている場合〉

吸入管が基準値に対して外れている場合は、以下を 
参考にしてトラブルシューティングを行う。

推定不良個所

基準値より小さい 

場合

① インテークマニホールドガス 
ケットもれ

② 点火時期の遅れ、バルブクリ 
アランスが狭い（バルブの突

上げ）
③ バルブガイドのすき間大
④ バルブシートのもれ

基準値より大きい 
場合.

① 点火時期の進みすぎ
② バルブのすき間大

基準値の上下に振 
れる

①点火系の不良

基準値（111111112) [参考]継続車

270〜390

290〜410

280〜400

300〜420

〔注記〕吸入管圧力値は、絶対表示である。

2-5



エンジン点検，調整——整備要領

(5) 00、㈠〇濃度

--------点検——

(1)エンジンを充分に暖機運転する。（ラジヱータフ 

ァンが2度回って止まるまで）

⑵0チェックを行いインパネの〇^〇仄01姻 

ランプでトラブルがないことを確認する。

(3) 点火時期とアイドリング回転が正規状態である 

ことを確認する。（点検方法は前項を参照のこと。）

(4) 〇〇、110 メータをセットし、アイドリング状態で 

(無負荷）で、〇〇、N0濃度を測定する。

[参考]継続車

NAー ギャブ車 50-丑歷車

1.5土(). 5 0.5以下

800以下 500以下

車種 車

00 (%) 〇. 5以下

N0 (卯爪） 500以下

巧主意七

〃走行後はアイドリングで5分以上放置した後に 
調整すること。

(走行直後はシリンダへッドの排気ポート付近 

の温度が高く、（：0の浄化が促進されているの 

で、通常の(：0メータでは感知しにくいため）

(注）
NA ― 車のバッテリ、冷却水、エンジンオイルゐオイルフィルタ、エアクリーナエレメント、フューエ

ルフィルタ、スパークプラグ、Vリブドべルト、バルブクリアランス、タイミングベルト等に関する点検.調 

整については、既刊のサンバー660整備解説書を参照して下さい。



^2-3 ^£N07¢型エンジン（キャブレータ車)

國概要

キャブレータ車のエンジンには、兄〇只システム（6x11311^： 〇83 ^60^0111&11011:排気ガス還流装置）を追加 

し、従来の排気ガス浄化装置と合せて排気ガス規制（10.15モード）に対応させた0この丑〇尺システムは、排気 
ガスの一部を吸入混合気中に還流させて、シリンダ内の燃焼ガス温度を下げ窒素酸化物〇^〇又）の排出を低減 

させ、丑〇只バルブ、丑〇只パイプ、サーモバルブ等の部品で構成されている。

以下に排気ガス浄化装置一覧とシステム図を示した。

く排気ガス浄化装置一覧〉

装置 構成部品
低減 物質

N0 00

触媒 装置 -モノリス酸化触媒 〇 〇 —

点火時期制御装置 ，配電器（遠心，真空式進角） 〇 〇 〇

排気ガス還流装置
№0只システム）

バルブパイプ

^サーモバルブ
— 〇

ブローバイガス還元装置 #フローバイホース 〇 一 —

燃料蒸発ガス排出抑止装置 ^キャニスタ 〇 — —

くシステム図〉

付ーモバルブ1

ニスタ"]
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£N070型エンジン——構成部品

構成部品

已〇只システムは、インテークマニホールドにガスケットを介して取付けられている丑〇只バルブ、排気ガスの 

—部をェキゾーストマニホールドからインテークマニホールド内に還流させるぢ〇只パイプ、水温により作動す 
るサ—モバルブ等で構成されている。

忖 # 111
可〔政 一111〕

イソテークマニホールド キャブレータ
エンジンハンガー

18,6±2,0 
〔1.9土(). 2〕

已〇闩バルブ

白6只バルブ 
ガスケット

オルタネータブラケッ

インテークマニホー 
ガスケット

ェキゾースト.
マニホールド

オルタネータハーネスステー

オイルレベルゲージふガイド

44.1冷9 
1114,5冷5〕 E6F(パイプカバー

べ々レ、
E(3F(パイプステー

18. 6 土 2.0
丁 11. 9 土 0.21

E0F(パイプ

E6F(パイプ 
カバーN0.2

に9±1，5
丁| [0.7土0.15]

44.1：5-9 
〔4. 5沿5〕
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070型エンジン 構造.作動

画構造.作動

56闩バルブ

£0只バルブは、インテークマニホールドに取付けられており、吸入管負圧により、ダイヤフラムを介してバ 

ルブを上方に移動させ、バルブを開にし、排気ガスの一部をインテークマニホールド内に還流させる。

丑〇只バルブへの吸入管負圧は、サーモバルブにより制御されており、水温約70で以上で迟〇只バルブは作動す

る

吸入管負压

ダイヤフラム

パルブ

[〇れバルブ
鼸霧

漏
凝讀

翁戀

-蒙^^^^

ガスケ V

嘴樓:. 興㈣：.:.

麵::；

^|^18^ 8±2, 01^ # 瓜(1. 9±0,2扭，〕

サ—モバルブ 〇麵

サーモバルブはアウトレットハウジングに取付けられている〇が一〇ぎぞタイプ❾バルブであり、エンジン水

温を感知し、10只バルブへの吸入管負圧を抑制する 〇

サーモバルプ溫度特性

7014° 0

〇尺（開）：迖〇只バルブが作動する。

〇ドぞ（閉）：お〇只バルブへの吸入管負圧をカットす

る。従って、£0只バルブは作動しない。

2-9



£N070型エンジンー-構造.作動

旺(38パイプ.£(3只パイプカバー.[〇幵パイプステ

1(3只パイプは、ェキゾートマニホールドとインテークマニホールド間に取付けられ、排気ガスの一部をイン 

テークマニホール ド内に還流させるパイプである。

五〇只パイプカバーは、カバーの内側にあるバネ式のクランブでお〇尺パイブに取付ける。

蕾つマ.アノ^ ，广—.％ノ^？：：：:ヴノ:：.:;
-'' ----'-'':-’

::::::；；::::::::卜

’1施
1:...::,:
|：卜:1

6円パイプ 
1&カバー麵

66只パイプ 
カバー

[〇只パイプカバー2

〔阴パイプ
，，〇轚，，，画，釀，人丁一

パイブ

キャブレータ

艺〇尺ポートおよび迟〇尺の負圧検出用にニッブルを追加した 〇 [参考]従来車

ディストリビュータ進角用ニップル

インシュレータ

エバポレーシヨガスをバイパスさせるため、溝を追加した〇 [参考]従来車
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£N070型エンジン——構造.作動

インァークマニホー"ルド^

迟〇^パルプ取付面、パイプ取付ボス、圮〇只ポ

ブースト
キヤップ部

バキューム 
ニップル部

68闩パイブ取付部

卜を追加したハ

車 種 ノ《キュー^ムニッフル ブーストキャップ

2^0エアコン無 X 〇

2^0エアコン有 X X

3/7 4^1)エアコン無 〇 〇

3/丁 4说0エアコン有 〇 X

21



070型エンジン——構造.作動

I
ェキソーストマニホ

ガスケット辩淚総べ^^^

上部パイブ 
ルド 取付部（ねじう::

—X 4^ Vースト'/一为、ーゾレト备ガ入ケッ「- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 机1. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ............ 一一-———^— ------------ ---------- ------

従来車に対し、珏〇只パイプ取付用ボス（ネジ部）を追加した。また、#3、#4ポートの一部を形状変更した。

——ピストンー------- ----------------- ------------------——

今回追加したが八―五撼？丨エンジン（次章参照）のビス 

ス径を大きくした。（於29—多27)

Xンジン型式 五爾)70型

形 式
スリッパ形 

サーマルフロー

ピストン基準径（腿!） 55. 975

ピストン,、
クリアランス

0,015〜0.035

ピストン
ハィ ト（匪）

26.65

ピストン全長（11) 411

ピストンピン.、 
オフセット（11)

0,75

ビストンピン
軸受 方式

フルフロート

ピストンピン/、 
ボス穴径（1！〇)

#16

ピストンピン，、 
命 長（國）

42

リセス径（腿） 珍29

2 —12



£N070型ェンジン——構造.作動

ーオイルレベルゲージ&ガイドーー―

キャブレータエンジンおよび尺八 一£№1エンジン

…"…’丨1丨,…-嘯"…为ムノ々イ^ ---んフ細^勿卜麵酬嶋明"^咖师㈣㈣"漏^蝴柳細,相鱗靡㈣㈣^~贿嫌切—確丨“顧^丨：「‘「フ丨…"「；「I川' -'1'-"-"1^1111〇11^ — —「——「——リリ————'“^「間—11：~ ~11)1…11！  ...................... ^ '一一-.—，"如1"'-

従来車のオルタネータブラケットに対し、：£01?パイプステー取付用のボス（ねじ部）とオルタネータハーネ 

ス支持用のステー取付ボス（ねじ部）を追加した。

2~ 13



エンジン点検.調整——整備要領

圓整備要領 £0只バルブおよび5(38パイプ

-------- 脱着，点検

く取外し〉

(！)芒〇只パイプカバーを迟〇只パイプから取外す。

⑵五〇；^パイプステー両端氓〇尺パイブ側、オルタ 

ネータブラケット側）の取付ボルトを外し、ステー 

を取外す。
1：6尺パイプ側:田鼠9土1.51^ 111〔0フ±0,15妝，〕 

オルタネータブラケット側：

1118.6土2, 〇ル瓜〔1，9土0,2故1〕

(3) 圮〇只パイプのインテークマニホールドとヱキ 

ゾーストマニホールド側のナットをゆるめ、圮〇只

パイプを取外す。
+49 十0 5

17144, 1-0 N.111 14 5-0竑-1¢〕

(4) £(3只バルブの取外し

① 吸入管負圧検出用のゴムホースをお〇只バルブ 

ょり外す。
② ぢ〇只取付ボルト（2本）を外し、^〇尺バルブを 

インテークマニホールドより、ガスケットと共に

取外す。

团』8,6土2』ル111〔1,9 土 0.21深二！！!〕

ぐ点検〉

(1) £0尺バルブ

① バルブ部にカーボ 

ン等の付着がある場 

合は清掃すること。

② 吸入管負圧検出部
(右図@)にマイティ 

バック等で 一20001111118

以上の負圧をかけた 
とき、バルブが作動 

することを確認する。

不良の場合は、交換 

する。

⑵ぢ〇只パイプにクラックやつぶれ等の異常がある

場合は、交換する。

く取付け〉
取付けは、取外しの逆手順で行う。

，五0只バルブガスケットは、新品を使用する。

，エンジンを充分に暖気運転（水温70。〇以上）し 

た後、£0只バルブ、五〇只パイプ取付部等からガ 

ス洩れのないことを確認する。

2-14



2 — 4 巳1\107ド型エンジン⑺八一已1\；1131)

國概要

NA - E^F^仕様の丑1^07ド型エンジンを追加した。
このNA— 兄1^丨は、継続車の5(：-丨システムに対し、燃料噴射方式補助空気デバイス等を一部簡素化し 

た0— ]VI？丨システムを採用した。下表に、30 — に対する主な制御系の変更点を示した。

項目 NA - E]V1F1(今回追加） 5。-丑刪（継続）

燃料噴射制御 グループ噴射 シーケンシャル

ノック制御 411¢撕 有

I 3 0 制御 空気圧サーボ式150 -デューティ制御式130

ラジェータファン制御 有 41111挑

構成部

丁 18.612.0「1.910.2〕 インテークマニホールド 
コレクタ

7.812.0
デ!「0,8±0, 2〕

圧カゼンサ

スロットルボディ

でて8±10 [〇. 8±0.1]

吸気温センサ
T 34 3±2,9 [3. 5±0.3]

スロットルセンサ 了 18,6±2,0〔1.9土(). 2〕

インテークマニホールド 
ステー

インテークマニホールド 
ガスケット2

斤118.6±2.0〔1.9土(). 2〕

インテークマニホールド

18,6±2^0 
阿⑽士〇. 2]

プレッシャレギュレータ

エンジンルームカバー

インテークマニホールドガスケ ツ

2— 15



日问0 7ド型エンジンーエンジン主機構造.作動

2-4-1 エンジン主機 構造，作動
シリンタヘッド

継続車エンジンのシリンダへッドに対し、①インテークバルブ傘径の拡大（028—026)によるバルブシー 

卜の変更、②ブローバイ通路形伏変更による通路の拡大、③吸気通路径の拡大（㊉02)等を行った。

〇^-^〇

〇㈣
〇~〇

識別位置

〔参考〕継続車

車 種 識 別

斷―已應 ②
車 種 識 別

キャブ（NA) ⑧
50 -丑刪 ②

へッドガスケット

NA ― エンジンのへッドカスケットは、従来のキャフレータ車エンジンのへッドガスケットと同じであ

る0

く識別〉

斷一五刪（一般) 似一只刪（赤帽)

(参考）従来車1 1 (参考）従来車

-キャブ（一般） ，キャブ（赤帽）
，30-迟順
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已㈤07尸型エンジン——エンジン主機構造.作動

ピストン

インテークバルブ傘径アップに伴い、ピストンのインテークバルブリセス径を大きくした。（彡29—沴27) 

(尚、キャブレータ車エンジンのピストンと同仕様）

型 式
芒が07ぞ

(祖一芒丽）

形 式 スリッパ形 
サーマノレフロー

ピストン基準径（画） 55.975

ピストン,、 
クリアランス、龍11ノ 0.015〜0X)35

ピストン,、
ハ ィ ト（臟） 26.85

ピストン全長（腿） 47,1

ビストンピン《X 

オフセット1卿 0.75

ビストンピン
軸受 方式

フルフロー ト

ピストンピン(、 
ボス穴径^ 4)16

ム ト % (刪)
全 反 42

\\ 心

クランクシャフトプーリ

クランクシャフトプーリにトーショナルダンパ機能（ゴムダンパ）を追加し、振動‘騒音を軽減した。（継続 

車である30- 忍が朽用エンジンに追加したものをN1—お1\^1にも採用し、共用化した）

':,，爾，觸5ン

翁.''.

麵顆麵種て、觀

畢 '国...,. -, 參--..-..-%^ ふ.、.-..5 ,:: ； ---- --.り-........,
- -- に へ…

,ぐ1:.，/ -:. ，ノ: ：“ :. 乂 -: : % \ ぐ/.:」ぐぐ:.::々 XV:-:-ツ.くク

--................................. ''- -

-こ::へ：':.V '，ぶ：:.，:..'.::…..：

，二.、.：し ':し.、。”.：. ，产.ノノ.. V，-’-'匕八.、.-，へ-、”，ン，-’.

:!

漏心:
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日1\10 7ド型エンジンーー動弁機構構造.動作

2-4-2動弁機構國構造.作動

-------- バルブふバルブスプリング--------------------------------------------------- ---------------------------------------------

NA —エンジンのインテークバルブ傘径を、¢28とした。（継続の070型エンジンも0 264 028に 

変更し、同仕様にした）また、バルブスプリングは、10、五1\1？丨 一]車と同仕様のものを使用した。

く仕様〉

項 目 インテーク エキゾースト

バ ル ブ

傘 径（皿） 0 28 ¢23

ステム径（匪） 4 5.5 ¢5.5

全 長011110 94.6 946

表面 処理 タフトライド タフトライド

バルブスプリング

セット時荷重（味） 18.0

最大リフト時荷重（味) 45.0

外 径（皿） 多23.8 く一

自由 長（腿） 43.3

バルブシート

内径X外径0311) 0 24x0 29.1 0 19x0 24.1

厚 さ（01111) 7 7

材 質 焼ボ吉合金 焼結合金

バルブガイド

内径X外径（皿） 多5.5 X必10 必5.5 X彡10

全 長（111111) 40 40

材 質 焼結合金 焼ボロロ'金

2-18



[问〇了ド型エンジンー動弁機構構造.動作

力厶シャフ

NA —丑1^1エンジン用のカムシャフトを新設した。

カムシャフ

ロッカシャフトサポート（闩) 
(カムキヤップ）

#4サポート

#3サポート

#2サポート

ロッカシャフトサボート（ド）
(カムキャップ） ^#

#1叫用カム
#1日乂用カム

オイルシール

型 式 已丽卩（隐一丑順)

カム山の全高（腿)

バル フ (腿)

カムシャフトジャーナル径（血11)

カムシャフト全長（腿)

識 別
(ディストリビュータ取付面側)

タイミング

ダイヤフラム

31.74

8.0

多26

307.5

㈧開、 /以閉

㈧閉 0(開
800

〔参考〕継続車

£N070 (キャブレータ）

31.47

7.5

0 26

307.5

丑丽丫（50— 已應)

^—^

一

㈧開 以閉
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£N07ド型エンジン エンジン潤滑システム構造.動作

2—4一3エンジン潤滑システム國構造.作動

オイルパン

車の電磁クラッチの変更（詳細は次章丑〇マ丁を参照）に伴い、已〇マ丁車用のオイルパンを新設した。ま 

た、車の一部車種にもこの新設オイルパンを採用した。

[参考]従来のオイルパン

11 了1】

車種

一般 赤帽

歡一丑祖 キャブ 30- 丑刪 斷一丑麗 キヤフ 30 -呸歷

慰 只(:VI

新設
オイルパン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

參

従来
オイルパン 〇 〇 〇
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ファン形式
コルゲートフィン |

キャッブ開弁圧 正圧側： 0.9 ±0.15、負圧側： 一0.05以下

瞬：I-継織
「 トラック

パネルバン バン，ディアス

キャブ 30 -只腿 キャブ 3。-兄廳

心 ^7 丑〇从丁 慰

オイルクーラ 無 有 無 有 無 有

ラジェ-夕系 
配管サィズ

(腿）

パイブ1
(外径）

0 22 <7- —

ホース | 0 21
(内径X外径)卜0 29 ^— — ぐ-

(注）構造.讎、整備要領等については、既刊のサンバー660新型；!

無 無 有 無 無
有|

¢22 0 28 0 22 ¢28 ^~ 1

¢21 
IX ^ 29

0 27
X ^ 35

— 0 21
X ^ 29

0 27
X必35 —1

【解説書、整備解説書を参照して下さい,

268 268 268
コア寸法（画!） 400 4— 4— 400 400

1 1 16 32 27

ぐ

や

令

七

70 80

0 270
ス5 炎270 X 4

サーモスイッチでファン01^1、〇ドドする

268 268 268 268 268 268
400 400 400 400 400 400
16 32 27 16 32 27 1

4エンジンクーリングシステム1仕様

種 トラック 
ペネルバン

バン
ディアス クラシック

ンジン
-

似一 E^^F1

ンスミッション E^VT

却 万 式

形 式

吐出量
〔ゼ、111)
(水温85 

〇0)

20001^)111

5000

700011)01

羽根外径（腿)

羽根枚数

プーリ比

形 式

開弁酿（。〇)

弁全開温度（て)

全開リフト011110

銘 柄

奈究暑〇)ザ-ブタンクの 
王合厘ド1111レベルまで)

モータ⑽

フアン外径乂枚数

ファン制御方式

水冷強制循環式;十電動フアン

遠心式インベラタイプ

20

50

100

0 62

8

1.05

ワックス式

78

93

8

スバ'ル純正クーラント

約6.5及

80

0 270 X 4

水温センサ検知による远(：1：制御

形 式 加圧式クロスフロー

£N07卩型エンジンーエンジンクーリングシステム仕様

ラ
ジ
ェ
—
夕

42

車

ェ
ラ

冷

ウ
オ
丨

タ
ポ
ン
フ

サ
ー
モ
ス
タ

7
卜

冷
却
水

電
動
フ
ア
ン

ラ
ジ
ェ
ー
タ
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£N07「型エンジンーエアインテークシステ厶構造.作動

2-4-5 エアインチークシステム國構造.作動

:バ:次—“-プ

—“—イノブ---------------クぜ~ホー』レト11111,1丨晒画.「'丨.1.1，"晒，，.雌麵酬丨丨I丨丨編.丨:丨.

エンジン用のインテークマニホールド 

を新設した。このインテークマニホールドは、継続 

の況一エンジンと同様、各ポートは独立型で、 

インジェクタ、フューエルパイブが取付けられてい 

る0
但し、3〇— ぢ腿?1用に対し、ボート径が異なる。、

腿一迟腿：沴28 

80-£№1:公26)

一^インテークマニホールドコレクタ--------------

以八一ンジン用に、アルミ製のインテーク
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日N0 7ド型エンジンー^エアインテークシステム構造.作動

—インテークマニホー』レドガス7ットー....... ...................... ........ ....... 厂「........... .......... ......一丨丨       .........

N,4-茲減ぞ1エンジン❾インテークマニホールドガスケットを新設した。

くシリンダへッド〜インテ—クマニホールド間〉 くインテークマニホールド~インテークマニホール

ドコレクタ間〉

^0 30 —芯減.朽用とは互換性なし。

エンジン用❿エアクリーナホース（スロットルボディ〜エアクリーナケース間）を新設した。



£N0 7「型エンジン——フューエルシステム概要

2—4一6 フューエルシステム國概要

ぢ1^〇7ド型エンジンは、£№1—5：(：1；(コントロールユニット）により制御される燃料噴射シ 

ステムを採用し、各気筒ごとにある4本のインジヱクタを#1—3と#2 — 4気筒に分けて交互に噴射するグルー 

フ噴射方式である。また、エンジンに装置されている各センサ（クランク角センサ、スロットルセンサ、水温セ 

ンサ）が、運転伏態（エンジン回転数、スロットル開度、冷却水温など）を丑〇1；へ入力し、電子的に点火時期 

制御を行うことで低速から高速まで優れた走行性を実現している。

ぐ各制御機能の概要〉

馨1

制御項目 制御 内容

燃料噴射制御
(グループ噴射）

圧カセンサからの吸入管圧力、クランク角センサより検出ざれる気筒判別およびエ 
ンジン回転数、水温センサ、吸気温センサ、02センサなどの各信号から燃料噴射量 
を演算することによりヱンジンのあらゆる状況に対応した適正な空燃比となるよ 
うに燃料噴射量を制御する。

点火時期制御 エンジン回転数、吸入管圧力、冷却水温等により、エンジンの現在の運転状態に応 
じた最適な点火時期に制御する。

アィドル回転数制御
エンジンの運転状態（冷却水温、電気負荷など）に応じて130 (アイドルスピード 
コントロール）バルブを通過する空気量を調整して、アイドル回転数を最適な状態 
に制御する。

フューエルボンプ制御

エンジンが1秒間以上止まった場合（クランク角信号がぢ〇!；に1秒間以上入力され 
ない場合）はフューエルポンプを停止させる。イグニッション&〇]^直後は1秒 
間のみフューエルポンプを動作させ、インジヱクタまでの燃料デリバリラインに予 
圧を与える。

エアコン制御
スロットル開度、車速、エンジン回転数などに応じてエアコンの作動を最適に制御 
する0また、130 (空気量調整）とエアコンコンブレッサ作動のタイミングを制御 
して、エアコン作動時のショックを低減する。

ラジヱータファン制御 水温センサからの信号によりラジヱータファンの作動を制御する。

自己診断機能
(セルフダイアグノー シス）

システムの入出力信号系統になんらかの異常が起きた場合、丨一丑(：11内 
のコンピュータがその異常を検地してチヱックエンジンランプを点灯させ、システ
ムに異常が起きたことを警告する。（1；チェックモード）また、テストモードコネ 
クタを結合して所定の点検要領パターンを実施することで、システムの入出力信号 
系統の異常の有無を点検できる。（0チヱックモード）さらに、ぢ011内に記憶装置 
を装え、現在異常がない場合でも過去に故障していた信号系統の異常を読み出すこ
とができる0 (リードメモリモード）

フヱイルセーフ機能

システムに異常が生じ走行不能、エンジンストップなどのおそれがある場合 
は、ぢ011内に記憶されている数値を用いて一定限の走行を確保する機能を備えて 
いる。また、システムの異常によって二次不具合の発生のおそれがある場合は燃料 
噴射を停止させる。

セレクトモニタ機能 丑01；との相互通信により丑01！内の入出力信号データやトラブルコードを直接モニ 
夕することができ、システムの故障系統を診断することができる。
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£N07卩型エンジン——フューエルシステムシステム全体図

國システム全体図
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£N07卩型エンジン フューエルシステムシステム構成表

圓システム構成表

区

分

構成部 機 能

燃
料
隳
射
制
御

点
火
時
期
制
御

ア
イ
ド

ル
回

讓
制
御

フ
二
1

エ
ル
ポ
ン
プ
制
御

エ
ア

ン
制
御

己
診

制
御

ラ
ジ
エ

1
夕
フ
ア
ン
制
御

へッドランプ3…
乙〇 へッドランプの点灯（ロービーム)を検知する。 〇 〇

N1 へッドランプの点灯(ハイビーム）を検知する。 -し. 〇 〇 :

リヤデフォッガ リヤデフォッガの作動を検知する。 〇
1

〇

エアコン信号 エアコン3界の作動を検知する。 〇 〇
秦

クラッチ信号（丑〇ン丁車のみ）
電磁クラッチが結合状態になったことを検知 
する。 〇 〇

入
ヒータブロア3\が ヒータブロアの作動を検知する。 〇 〇 〇

力 スロットルセンサ スロットルのバルブ開度を検出する0 〇 〇 〇 〇 〇

信 車速センサ〔リード5界〕 車両速度を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

ディストリピュータ クランク角
センサ クランク角を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

？ 〇2センサ 排気ガス中の酸素濃度を検出する0 〇 〇
ン
サ 水温センサ 冷却水温を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吸気温センサ シリンダに吸入される空気温度を検出する。 〇 〇 : 〇

圧カセンサ 吸入管圧力を検出する。 〇 〇 〇 〇

テストモードコネクタ 0チェックモードへの切換を検知する。 〇 〇 〇 〇 〇

リードメモリコネクタ リードメモリモードへの切換を検知する。 〇 〇

電動パワステ用迟(：じ パワステの作動を検知する。 〇

入33用已〇11 入83の作動を検知する。 〇 〇 〇 〇

制御部 用:
各種入力に応じ、それぞれの制御に対し演算し 
出力する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

インジェクタ#1、#3 #1、#3気筒への燃料噴射を行う。 〇

出 インジXクタ#2、#4 #2、#4気筒への燃料噴射を行う。 〇
力
信

—\
ア

フューエルポンプリレー フューエルポンプの作動を制御する。 〇

130バルブ アイドリング回転数を制御する。 〇 〇

ク
チ

イグナイタ 点火タイミングを制御する。 〇
ユ

エ コンブレッサリレー エアコンのコンプレッサを作動させる。 〇

土 1黪

チェックェンジン ランプ
エンジンの異常を警告、及びトラブルコードの 
表示を行う。

〇

ラジェータファン リレー ラジエータファンの作動を制御する。 〇
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£N07ド型エンジン フューエルシステム入出力図

メインリ! 
セレクトモニタ

へッドライト3^

闩デフォッガ3^ 

ヒータブロア3\7

エアコン3西

車速センサ^::
ふ

八83 八83信号 フ
E^[)

干〇㈧

リードモード

テストモード

卸アースへ

パックアップ電源

レ—
メインリレーアース 

セレクトモニタ倌号

へッドライトし〇 V憤号
ドライトげI讷信号

〇デフオッガ倌号

ヒータブロア倌号

八/〇リレー

車速センサ倌号

02センサ信号

クランク角センサ倌号

クラッチ償号（已〇ソ丁車)

パワステ信号

自己診断
レ

故陣記馆

フェールセーフ

制御機能

燃料噴射 
点火時期 
アイドル回転数 
フューエル
ポンプ
ラジフアン 
エアコン

E^^

セレクトモニタ送信
—セレクトモニタ

+ #1.3.インジェクタ

-#2.4.インジェクタ

5^6丨呢ランプ

II

エアコンコンブレッサ出力 

フューエルポンプ出力

130倌号㊉
I30パルプ

130倌号㊀

ラジファン出力

点火出力

ラジファンリレー 
—イブナイタ

5ソ電涿
—圧カセンサ 

スロットルセンサ

パワー系アース
パワー系アース
制御系アース

制御系アース
点火系アース

I入出力図

-

〇
 ̂

I
 

3
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E N 0 7 F型ェンジン------ フューエルシステ厶コントロールシステム

国コントロールシステム

燃料噴射制御

燃料噴射制御は各センサの信号を丑011に入力し、丑〇リは噴射量の制御を行っている。噴射量の制御はインジ 

ュクタの開弁時間で制御されており、噴射時間はヱンジンの運転伏態に応じた最適の時間を瓦〇1；が決定しイン 
ジュクタへ信号を送る。燃料噴射方式は、#い#3気筒と#2. #4気筒とのグループになっており交互に噴射 

する2グループ噴射である。エンジン始動時は、噴射パルスを所定のパルス幅に分割して噴射する方式を採用 

し、始動性の向上をはかっている。

また、02センサによる空燃比学習制御機能のフィードバック制御も行なっているので、レスポンスの良い正 

確な燃料噴射制御システムになっている。

くタイミングチャート（始動後）〉

ぐ噴射特性〉
燃料噴射時間は基本的にはつぎのように表わされる。

(1) 始動時 噴射時間^始動時噴射時間X始動時補正係数

(2) 通常時 噴射時間^基本噴射時間X補正係数十電圧補正時間

春基本噴射時間.......... 吸入管圧力、エンジン回転数、吸気温度から決定される吸入空気量に比例
した基本となる噴射時間である。

鲁始動時噴射時間...... エンジンの始動性を向上するため、水温センサの信号によりその時のエン

ジン冷却水温に応じた燃料噴射時間を決定している。

鲁電圧補正時間.......... バッテリ電圧によるインジXクタの作動遅れ時間を補正する。

2-28



E N 0 7 F型ェンジン------ フューエルシステムコントロールシステム

燃料噴射制御

ぐ始動時補正係数ン

エンジン始動時の空燃比を最適にして、始動性を向上させるための補正である。

(1)空気量補正係数：ヱンジン回転数と吸入管圧力により、適正な空燃比になるように補正する。

⑵吸気温補正係数：吸気温度の変化による吸入空気密度の変化分を補正する。高温時は噴射量を減量し、低

温時に増量を行なう。

⑶始動時間補正係数：クランキング時間が長い時に減量補正を行ない、スパークブラグがかぶるのを防止す
る0

ぐ補正係数ン

エンジンのあらゆる状態に応じた空燃比にするため、基本噴射時間を補正する係数で以下のような種類があ

る 〇
⑴水温増量係数：冷態時の運転性を向上させるため水温センサからの信号により燃料の増量を行なう。増量

率は低温時ほど大きくなり、暖気完了時は0になる 〇

(2)始動後増量係数：エンジン始動直後のエンジン回転数の安定性を向上させる為、始動直後から一定時間増

量補正を行なう。

⑶フル（全開）増量係数：エンジン回転数と吸入管圧力より、運転状態が高負荷領域と判定された時、適正な
空燃比になるように増量補正を行なう。

⑷加速増量係数：冷却水温とスロットル開度の変化する速度に基づいて加速時の増量を行ない、加速時にお

ける圧カセンサ計測遅れおよび燃料噴射の遅れを補正し、応答性を向上させる。

⑸減速減量係数：スロットル開度の変化する速度に基づいて減速時の減量を行ない、減速時における圧カセ

ンサの計測遅れを補正し、応答性を向上させる。
⑹アイドル後増量補正：アイドル状態からスロットル開度が増加した時、冷却水温に応じた増量を行ない燃

料噴射の遅れを補正し応答性を向上させる。

⑺02フィードバック補正： 〇2センサの信号に基づいて、リッチ検出時徐々に減量を行ない、リーン検出時

徐々に増量して空燃比を適正な伏態に補正する。また、冷態時やフル増量時には 

補正を停止する。

⑻空燃比学習補正：02フィードバック補正値に基づいて、エンジン回転数と吸入管負圧によって割り付けら
れた領域ごとに補正値学習を行なう。02フィードバック補正量が減少するように学習を 

行なうので、空燃比の制御精度および応答性が向上する〇この補正値は、イグニッション 

5界、〇ぞ卩後も記憶される。また、冷態時やフル増量時には学習を停止する。

く燃料カット〉

エンジン保護や燃費向上等のため、次のような場合は燃料カットを行なう0

(1) エンジン回転数がレッドゾーンを超えるような高回転になったとき

(2) スロットル全開での減速運転時。

⑶吸気系に何らかの異常があり吸入管圧力が設定値を超えたとき。

0
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£N07尸型エンジン------フューエルシステムコントロールシステム

—点火時期制御- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 一---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

吸入管負圧とエンジン回転数を基本に、瓦〇!；内に記憶してあるマップで制御する電子式であり、水温センサ、 

吸気温センサによって補正し、点火時期をコントロールする。

ぐ進角特性〉

始動時：点火時期^

通常時：点火時期^基本進角I冷却水温補正進角牛アイドル安定性化補正進角

⑴基本進角：吸入管圧力とエンジン回転数によって決定する基本となる点火時期。
⑵水温補正進角：冷却水温に応じて、低温時は点火時期を進角させて運転性を向上させる。

⑶アイドル安定化補正進角：クランク1/2回転毎のエンジン回転数変化量に応じて点火時期を進角、または

遅角させて、アイドル安定性を向上させる。

ぐ通電時間特性ン

バッテリ電圧によって通電時間を最適に制御する。電圧低下時は、通電時間を長くして火花エネルギを確保 

し、電圧上昇時は通電時間を短くして、エネルギロスやコイルの発熱を防止する。

-------フューエルポンプ制御---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

クランク角信号が1秒間入力されないときは、エンジンが停止したと判断しフューエルポンプリレー-^の通 

電を遮断しフューエルボンプを停止させる。

イグニッショ、ノ^I 01^にした直後は1秒間フューエルポンプを作動させ燃料予圧を与える。
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E N 0 7卩型エンジン フューエルシステムコントロールシステム

アイドル回転数制御

エンジン状態に応じて130バルブの空気流量を調整して、アイドリング回転数を最適な状態に制御する。

130バルブは、一定周期（313112)で〇作動しており、1サイクルに開いている時間割合（デューテ 

イ比）を増減させることによってスロットルをバイパスする空気流量を制御している。

ぐ始動時間制御ン
130バルブをデューティ比66% (始動時に必要最低限の空気量に合せた開度）にして、始動性を向上させる。

くフィードバック制御〉

(1)目標とするアイドリング回転数に対して、実際のアイドリング回転数が、

低Iヽ場合……空気流量を徐々に増加させる。

高い場合……空気流量を徐々に減少させる。

⑵冷態時はデューティ比を大きくして空気流量を増加し、目標回転数を上昇させて、暖気運転のためのファー 

ストアイドル制御を行なう。

⑶暖気後は電気負荷やエアコンの作動に応じて、下表の目標回転数とする。

アイドル回転数
㈣瓜）

通常 時 800 ± 50

電気負荷0N 850 ± 50

エアコン 1100 ±50

電気負荷 ヘッドランプ、ヒータ、リヤデフオッ 
ラジェータファン

く固定流量制御〉
アクセル踏み込み時は、アイドル時の150バルブ開度やスロットルバルブ開度に基づいて、固定流量制御を行 

なっている。
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£N07卩型エンジン フューエルシステム故障時のバックアップ機能

國故障時のバックアップ機能 

——"セルフダイアグノーシス（自己診断機能)

トラブル
コード 診断項目 検出 内容

21 水温センサ系 水温センサ本体、信号系統の断線、ショート

23 圧カセンサ系 圧カセンサ本体、電源、信号系統の断線、ショート

24 130ヾルブ系 130バルブ本体、電源、信号系統の断線、ショート

26 1吸気温センサ系 吸気温センサ本体、信号系統の断線、ショート

31 スロットルセンサ系 スロットルセンサ本体、電源、信号系統の断線、ショート

32 〇2センサ系 〇2センサ本体、信号系統の断線、ショート

33 車速センサ 車速センサ本体、信号系統の断線、ショート、メータケーブル

52 クラッチ信号系 本体、信号系統の断線、ショート

54 吸気系 吸気系ダクト、ホース類の外れ、破れ、ゆるみ

62 電気負荷信号系
電気負荷（へッドランプ、リヤデフォッガ、ラジェータファン）信号 
系統の断線、ショート

63 ヒーター信号系 ヒーターレジスタ、ハーネスの断線、ショート

くトラブルコードの読みかた〉
着

リードメモリコネクタを結合した時、チェックエンジランブは故障部分に応じたコードを点滅する。

例 トラブルコード21
— 一———^

トラブルコード21と32 门 | || || |门门
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£N07卩型エンジン——フューエルシステム故障時のバックアップ機能

ーセレクトモニタ機能------------------------------------------------------------------------------------

一五〇!；内の入出力信号データやトラブルコードを直接モニタして故障系統を診断する0

孖そード
入力、出力信号類のデータを直接表示し、基準値と比較することでセンサ信号系統の断 
線、ショート、センサ類の特性異常が判別できる。

ド八モード 入力、出力信号の0 N7 0卩卩と動作状態が3 3IV[の乙丑0の点灯により判別できる。

モード
3 5]V[に！；チェック、0チェック、バックアップメモリのトラブルコードを数字で表示 
する。0チヱックでは自己診断手順を実施後に、トラブルコードを数字で表示する。

孖〇モード 3 3皿でバックアップメモリ内のトラブルコード（過去の故障履歴）をクリアできる。

バックアップメモリとはイグニッシヨン電源（イグニッシヨン3界）を〇ドドしてもデータの保持される). 
メモリで、ここでは学習制御データや過去のトラブル内容を保持するのに用いている0

秦

フェイルセーフ機能

トラブル| 診断項目1 フニイルセーフ制御内容

水温センサ系

^ 130を固定制御とする。
蠢ェアコンを常時カットする。

^代用値を用いて制御する。
像ラジェータファンを常時〇]^にする。 |

23 圧カセンサ系
.150を固定制御とする。
，代用値を用いて制御する。 |

24 130バルブ系 —

26 吸気温センサ系 ，代用値を用いて制御する。 |

スロットルセンサ系
-150を固定制御とする。

，代用値を用いて制御する。

1 32 ^02センサ系 ，オープンループ制御をする。（02フィードバック補正を行わない）|

33 車速センサ系
，130を固定制御とする。

1鲁代用値を用いて制御する。 |

1 52 |クラッチ信号系

1 54 |吸気系 |，ェンジン回転数200011)111で燃料カットする。 |

1 62
電気負荷信号系 =1=一 一

63 1ヒータブロア信号系
I I
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ら1\10 7卩型エンジンーフューエルシステム構造-作動

圜構造，作動

—£01(   ------------------ --------- ------------ ------------ ----- -----------―削,一-----------~~~―一^^—

五〇〇はマイクロコンピュータを使用したデジタル制御方式で、燃料噴射制御、点火時期制御、アイドル回転 

数制御、フューェルポンプ制御、ェアコン制御、ラジェータファン制御、セルフダイアグノーシス（自己診断機 

能)、フユイルセーフ機能、スバルセレクトモニタ対応機能等を持っている。

-----------------------------------圧カセンサ------------------------------------------------ -------------------------------------- --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ------------------------------------------------------------------------------------------一............................................................................... ................................... ....................................................................................................................丨丨

NA— 忍減朽エンジン用の圧カセンサを新規採用した。この圧カセンサは、インテークマニホールドコレクタ 

に取付けられており、吸入管内の圧力を電気信号に変換するセン甘である0圧力検出部はシリコンダイヤフラ 

ム上に形成され、ダイヤフラムの変形量を電気信号に変換している。
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日N0 7尸型エンジン^—フューエルシステム構造.作動

130バルブ

ス〇ットルボアイ

ス〇ットルボディ

スロットルボディは、が八一：2減ぞ1用として新設され、インテークマニホールドに取付けられている。

こ❿スロットルボディには、ス〇ットルバルブの開度を検出するス〇ットルセンサとアイドリング時の吸入空 

気量をコント〇—ルする空気圧サーボ式の130バルブが取付けられている。

、つ'，ノ ':
，‘、，，暑,み ，ノ-觚 -..，嫌...—.--- ,-一-一-一-，,.,， ---—,參. ^

イソテークマニホールド

一丨80バルブ

く作動〉
⑴10キー〇ぞド時（非通電時）

スプリング灰、0、0のバランスにより、メイン

バルブ~シート間は、すき間を保持し、静止する。 

(2) 10キー0”時（通電時、エンジンほ停止）

上記⑴項の状態を保持し、デューティ値で通電 

する。

I

ス〇ットルボディ 13¢バルブ

が八-ぢ減朽エンジンの130バルブは、空気圧サーボ式（温水通路付）を採用した0この空気圧サーボ式0130 

バルブは、£€1!の信号によりプランジャを動かし（デューティ比制御)、これによりコントロール弁を開閉さ 

せ、ダイヤフラム室やメインバルブに作用する負圧力およびスプリングカのバランスによりメインバルブ開度 

を決定し吸人空気量を制御する。

スプリング（0)
メインバルブ 

スプリング（八)

コントロールバルブ ダイヤラム室 ダイアラム
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日1\10 7卩型ェノジノ------ フューエルシステ厶構造.動作

一130バルブ- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -一——一^一—— - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

(3)クランキング、アイドリング

ブランジャ位置は所定デューティ値で作動する。，（電気負荷等で数値は変る）
① コントロールバルブ閑：ダイヤフラム室は、オリフィスをかえし大気圧に近くなるため、メインバルブ

は吸入負圧により閉じる方向へ移動する。
② コントロールバルブ開：中空のシャフトによりダイヤフラム室に負圧が導入されメインバルブは、開く

方向へ移動する。

①、②を繰返し、ダイヤフラムに作用する負圧力とメインバルブに作用する負圧力が釣合った位置で 
メインバルブは安定する。

② エンジンの負圧?!)ヾコントロール弁を通りダイアフラム室 
に入るとダイアフラム室の圧力が低下する。

繰り返し

空気流量 エンジン内

①
大赃

承

ダイアフラム室の圧力が負圧になり弁はダイア 
ラムの力で左側に移動し、コントロール弁は閉 
じる0
この時、ダイアフラム室の負圧はオリフィスと 
フィルタを通り大気開放され、ダイアフラム室 
の圧力は㊉側に変化する。
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… 一水温ゼ ノサ ― —1 1 11 ~—............... —--------- -------- ---------

冷却水温を検出するセンサで、温度によって抵抗値が変化するサーミスタを使用している。

アウトレットハウジングに取付けられており、燃料噴射量と点火時期等を補正するための冷却水温信号を 

丑011に送る。（30 —ぢ1^1？丨車と同じ）

[问〇了ド型エンジンーフューエルシステム構造.作動

コネクタ

ハウジング

サーミスタ

——02センサ----------------------- ；------------------------------------------------------------------------------------——一

〇2センサは、NA— 丨エンジン用として新設した。（検出部はと同じであるが、ハーネス長さを変

更）

大

小

排
気
ガ
ス

力電起

\

2:

気
ガ
ス，

，ハ,..:

11V
I

&
V0
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日以0 7ド型ェンジン——フューエルシステム構造.作動

フューェルインジェクタ

プレッシャレギュレータ.デリバリパイプ.フューエルパイプ

が八一ぢ減朽エンジン用のプレッシャレキュレータ、デリバリパイプは、継続車の80— 丑減？！エンジンのもの 

と同じであるが、フューエルパイプほ、形伏を変更したため一ぉ城朽用として新設した。

，藩觀纖觀:ミ

ご^ン;シぐゼ-ゥぐ：へ：

フュ.ーエル丨
パイブ;

鐵賺

\ プレッシャ
\ レギュレータ

デリバリパイプ
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日N0 7尸型エンジン——ェキゾーストシステム構造.作動

2-4-7 ェキゾーストシステム圈構造.作動

尺八-巵撼朽車ニキゾーストシステム❿構成部品、部品配置は、継繞車（キャブレータ車）と同じである。

ベ0—ズカバー

ェキゾーストカバ 
〇アリヤ

ーエキソーストマニホールドをガスケット^------------ 一---------—-------- -----—------- ——

:一丨エンジン用のェキゾーストマニホールドには、出口側に02センサ取付ボスを設けた。

2-39



日以0 7卩型エンジンー^キゾーストシステム構造.作動

マフラーふマフラーカバ| 10^

以八一丑題？1車用のマフラー、マフラーカバー を採用した。マフラーはキャブレータ車のマフラーに対して、 

内部構造を変更し出力向上をはかった0また、マフラーカバーは従来車に対し、フロント部の形伏を一部変更 
した。

〔マフプーカバ^一/〕

：；^^；：：；：？；
調V—モセン

なぞず-:分^も灰ぬ私5备系路給從被始5^^^？珍^!"

ベローズカバー

以八 一£№1車のベローズカバーフロントは、従来のキャブレータ車のものを一部形伏変更した。 

(キャブレータ車も同仕様に変更）

〔参考〕従来のキャブレータ車

(注記）ェキゾーストシステムの脱着については、3 —2、〔2〕207丁（単体）脱着の項を参照のこと。
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日[N10 7ド型ェンジン—~ェミッションコントロールシステム概要

2-4-8 ェミッションコントロールシステムII概要

NA— お1^？1車のエミッションコントロールシステム（排気ガス浄化装置）は、継続の3〇一車と同様、 

エンジンモディフィケーションをベースに、三元触媒装置、空燃比制御装置、点火時期制御装置等を組合わせた 

方式である。

く排気ガス浄化装置一覧表〉

装 置 構成部〇〇
低減物質

N0 00

触媒装置 ，モノリス三元触媒 〇 〇 〇

空燃比制御装置

，エンジンコントロールユニット

，圧カセンサ ，02センサ
^水温センサ ，吸気温センサ
參スロットルセンサ

〇 〇 〇

点火時期制御装置

，エンジンコントロールユニット

參配電器（クランク角センサ内蔵）
-水温センサ ，吸気温センサ

#

〇 〇 〇

ブローバイガス還元装置 #ブローバイホース 〇

燃料蒸発ガス排出抑止装置 ，キャニスタ 〇

く排気ガズ浄化装置概要図〉
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)点火装置
イグニッシヨンコイル

N1 —車のイグニッシヨンコイルは、ダイヤモンド電気製のものを採用した。また、イグナイタ機能も 

蔵している。

ぐ結線図〉

£N07卩型エンジンーー^ンジンエレクトリカル仕様參構造.作動

2-4-9エンジンエレクトリカル國仕様.構造.作動（1)始動装置

N1―1腳？1車のスタータ公称出力を下表に示した0

車種 公称出力 メーカ

縱4棚 0.65ヒ胃 日立

慰2勸 0.651^ 二菱

五〇贾 0.70^ 二著

(注）仕様については、119サンバー660新型車解説書を参照のこと0

メーカ ダイヤモンド電機

型 式 卩八0061 -01只

バッテリ電圧 127

—次コイル抵抗 0,85 0 ± 10%

二次コイル抵抗 13*0119 ± 15%

2

内
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£N0 7ド型エンジンーエンジンエレクトリカル仕様.構造.動作

ディストリビュータ（クランク角センサ.気筒判別センサ)

NA — E]VIF1エンジンのディストリビュータは、継続の30 — £№1車と同じものであり、一体型のクランク角 

センサと気筒判別センサを内蔵している0

シグナルロータ
ロータ

キャップ

気筒判別

ハウジング

虹^=T=V 11 \
^11 ，—.—-1

1= 秦―1 11^
——1

111
1 1

シグナルロータ
シャフト

八

シグナルジェネレータ

(0丫し1)
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£N07ド型エンジンーーエンジンエレクトリカル仕様.構造.作動

-------ハイテンシヨンコード------------------------- --------

ハイテンシヨンコードは、NA— お1^1車および継

続車（キャブ、30 —の全車を同仕様とした。

(3)充電装置

―オノレタネータ ~

NA ― E}AF^車のオルタネータは、継続の30— 車と同仕様である。

(キャブレータ車は、ヱアコン有、無の2種類とした）

車 種 エアコン メーカ 公称出力 プーリ径 識別

キャフレタ車

4x0：狒 日本電装 45八 0 60
Vベルト 黄緑

有 个 个 0 50
ポリVベルト 紫

隱一丑腦車
50 -車 有、無共 三菱電機 55八 0 52.5

ポリVベルト 黄

\ 基準値

コ-ド名

全 車

長さ（1010) 抵抗㈣）

一:
ィ

ス

)
ド、

ノぺ、ン、トライ 165 ^ 1.8〜3.4

トラック 215ゴ 2.4〜4.5

コイル側
キャップ色 赤色

#1コード 545 :デ 6.1〜11.3

#2コード 490 ！ 5.5〜10.2

#3コード 480 ！ 5.4〜削

# 4コ'—ド 390ごで 4.4〜8.1
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2-5 £N07丫型エンジン（30— 車)

画仕様，構造#作動

従来車用のエンジンに対して、下記の部品を変更した。

変更部品 内 容

エキゾーストマニホールド
NA — E]V1F1エンジン用と同じものに変更した。

(？, 2-39参照）

イグニッションコイル
似一五1^？1エンジン用と同じであり、イグナイタ内蔵タイプに変 
更した。尚、コイル本体は、^1710 NA-E]V[F1と共用。

(？，2~~42参照）

吸気温センサ
NA— エンジン用と同じものに変更した。（\^1\710 30 -
覎1^1エンジン用と共用化した〇)

(？, 2 - 22参照）

〇2センサ
NA— 丑1\1？丨エンジン用と同じものに変更した。（検出部は^1710 
用と同じであるが、ハーネスの長さを変更した）

(？, 2 - 37参照）

EN[E>[- E^\] 制御機能の常数値の一部を変更した0
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3動力伝達システム
変更項目のみ記載、記載なき項目は、 
既刊の新型車解説書^整備解説書を参照 
下さい。

3-1 マニュアルトランスミッション

国仕様，，........................................ 3-2
画構造^作動............................... 3 - 3

3—2 E^VT
II概要，仕様................................ 3- 4

い] 車上点検.................................... 3 — 5
[2] 日（：ソ丁 （単体）脱着.............. 3-8
II整備作業準備品........................ 3-8
国整備要領................................... 3—8

[3] 電磁クラッチ............................ 3-12

圓構造.作動.点検..................... 3 —ユ2
[4] 丁 6 4 0型.丁丁40型.......... 3-14

国構造畢作動............................... 3-14
II整備要領................................... 3 -19

(1)オイルポンプ八3 3 丫 .......... 3 — 19

国主要変更点

(2) プーリアライメント
調整要領................................ 3-20

(3) クラッチハウジング
八3 3 丫 ................................ 3-22

[5]電子制御システム......................... 3-23

画概要........................................... 3-23
国システム全体図........................  3-24
国システム構成表........................  3-25
国入出力電圧値............................ 3-26
國フヱイルセーフ機能................. 3-27
圈トラブルコード故障履歴.......... 3 - 25
國サービスコードと

制御作動履歴............................ 3-30
画セレクトモニタ機能................. 3~31

3-3 フロントデファレンシャル
画構造.作動................................ 3-33

⑴01肋]車の丑し機構（極低速ギヤ）を廃止し、車とした0ぼ/丁、3/共）

⑵NA — £№1エンジンを搭載した2^0丑〇\^車を新規採用した。これに伴い、キャブレータの車を 

廃止した。

(3) 丑〇マ丁

① 電磁クラッチのコイル位置をドリブン側からドライブ側に変更した外コイルタイプの電磁クラッチを採 

用した。

② プライマリおよびセカンダリプーリをドミンゴ用と共用イ匕した。

③ オイルポンプの形伏を一部変更し、用と共用化した。

④ 自動調整機構付のコントロールケーブルを採用した。

⑤ エンジンリヤプレート形伏や電磁クラッチとドライブプレートとの締結方法等の変更により、車両から 

のミッション（丑〇マ丁）単体脱着を可能にした0

⑥ アクセル開度スイッチを廃止した0これに伴い、スロットルセンサの開度信号入力を追加した。

⑦ ストール回転数の^^習制御機能を追加した。これに伴い、ストールテスト方法を変更した。

(4) フロントデファレンシャル取付ブラケットの断面形式を変更し、軽量化をはかった。
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3— 1 マニュアルトランスミッション

國仕様
ノ

“01ぉ”]\1丁 4衝車のぢし機構（エキストラロー：極低速ギヤ）を廃止し、5；\1丁車とした。これに伴い、 

ランスミッション型式を変更した。

く仕様〉

\ ^ @

11 @ \

2观 5/1 4衝 4^0

5歐 丑乙十5^ 5歐 5^

敝
(キャブ）
V £№1 /

^0
(丑廳）

似
(キャブ、丑廳） (丑廳）

似
(巳腿）

隐
(丑刪）

// デフロック付 デフロブク0
フリーホイール
アクスル付

〆 デフロック0 
フリーホイール
アクスル付
/〆〆

トランスミツ 
シヨン型式

顶601 很601 嘗601 顶601 顶601
8八400

谓601 頂601
88200

^601
0入5仙

丁丫601 丁丫601

変

速

比

5.888 〆

151 4.090 〈- ぐ-， 《—

211(1 2.470 — — ぐ一 -4— く一

31X1 1.615 <—7

4111 1.125 ^— 〈— —

5111 0.861 <— ぐ圓.

只6ソ 4.166 5.866 — —

トランスファ 
ギヤ比

〆〆 0.269 0.270 0.269 0.270

ファイナル
ギヤ比

6.500 6.166 6.500 6.166 6.500 6.166

スピードメー 
タギヤ]:匕 6.000 - 5. 600 6.000 — 〈— 5.600 6.000 5,600

使用
オイル

タイプ スバルギヤオイルェクストラ75/80 (〇乙 一4)

量⑵ 
0：交換時

約2.0
(約1. 9)

約2.3
(約2.1)

約2.4
(約2. 2)

約2.3 
(約2.1)

約2.4 
(約2. 2)

約2.1 
(約1. 9)

約2.2 
(約2. 0)

—

〔注記〕心/丁：セレクティブ、卩/下：フルタイム

，交換時油量は、暫定量のため、給油口にて必ず確認すること 〇

オイルレベル 給油プラグ穴 
下面まであること

オイルレベル

，給油プラグ穴
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マニュアルトランスミッションー構造.作動

構造.作動（4\^0 5^丁)

3/^4界〇 (1^601型）および、ド/丁 4界1) (丁丫601型）の51^丁トランスミッションを追加した,

く構造〉
(1) クラッチハウジング

従来車の4…〇用クラッチハウジングに対し、リバースアイドラシャフト軸受部の加工およびシフタリ 
バースレバー支点用の穴加工を追加したものを新設した。

(2) メーンケース

従来車の2界〇用メーンケースに対し、リバースアイドラシャフト軸受部位置を変更したものを新設した。
(3) 上記以外のサイドケースおよびメーンシャフト、ドライブピニオンシャフト、リバースアイドラシャフト 

まわりの変速機構は従来車の2雪用トランスミッションと同じである。
また、トランスファ、エクステンションまわりは、

従来車の4界〇用トランスミッションと同じである。

エクステンション

く整備要領〉
分解、組立、点検等については、既刊のサ 

ンバー660整備解説書を参照して下さい。
また、車上点検や車両からのトランスミッ 

シヨンの脱着についても、上記整備解説書を 
参照して下さい。

ビスカスカップリング

ドライブピニオンシャフ トランスフ7シャフ

、デフ7レンシャル

メーンシャフト

リバースアイドラシャフト
クラッチハウジング
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3-2 10 V 丁

國概要，仕様

ぐ主な変更内容〉
⑴NA —£№1、車（2界〇)を新規採用した。これに伴い、キャブー圮〇マ丁車を廃止した。
(2) 電磁クラッチのコイル位置をドリブン側からドライブ側に変更した。
(3) プライマリプーリおよびセカンダリプーリを変更し、ドミンゴ用と共用化した。
⑷オイルポンプの形状を一部変更し、胃〇用と共用化した。
⑸自動調整機構付のコントロールケーブルを採用した。
⑹上言己変更に伴い、トランスミション型式を変更した。

く仕様〉

車種

項目 ^

狐一丑歷 50 - £№1

2界〇 2^0 2聊 卩/丁 4^0

一般 一般 赤帽 一般

トランスミシヨン型式 丁腦1廳处 丁丁401卿仙

电
磁
ク

ツ
チ

型 式 ダンパ内蔵コイル回転式

定格トルク/消費電力（让2— 爪/^) 10. 2/4.0 13.6/4.0 く.一 ぐ-

消費 電力 ⑽ 36.4 — ぐ，，

電磁 粉 量 （2) 42 ^—

重 量 （故） 8.7 9.1

制御 方法 マイクロコンピュータ制御

卜

ラ

ン

ス

、

ッ

シ

3

ン

前進，後退切換機構 シンクロメッシュ式ドッグクラッチ

オイルポンプ
型 式 外歯式インポリュートギヤポンプ

駆動方式 エンジン直結駆動

変速比（プーリ比）
前 進 2. 503 ^ 〇. 497

後 退 2.530

減速比

プライマリ

リダクション

前進 1.414 1.203

後退 1.384 1.178 ^—

セカンダリリダクション 1.615 1.615 ^— ^—

ファイナル 5.384 ^—

セレク

卜機構

方 式 ケーブルによるダイレクトシフト

位 置

？:出力軸固定、エンジン始動可能
-只：後退

以：変速機中立、エンジン始動可能
0 :前進、無段階自動変速
〇5:前進、無段階自動変速（スポーティレンジ、エンジンブレーキ）

スピードメータギヤ比 5.000
卜ランスフア

減速 比
ヘリカルギヤ 一 一 一 0.271

ベべルギヤ 一 一 一 0.947

使
用
才
イ
ル

潤滑 方式 オイルポンプによる強制圧送

，指定 オイル スバル五〇ソ丁フルード

油 量（幻 2. 7〜3. 0 — 3. 9〜4. 2

冷却 方式 オイルクーラ
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5 回目テ スト (5 秒 )
この回転数をスト ー ル

回 転 数とする 。

ーー —_ Le * WwW? 12k. Dt. FP.

E 0 V 丁一車上点検

[1]車上点検

——ストールテスト------------------------------------------------------------------- --------------------------------------------------

ストールテストは、〇レンジでストール伏態のエンジン回転数を測定することにより、トランスミッション内 

部のベルト、プーリおよび電磁クラッチ等の作用を診断する方法であり、この診断をより向上させるため、ス 

トールテストの方法を変更した。

くテスト前の準備〉
エンジンオイル、冷却水、ぉ〇マ丁フルードについて点検し、充分に暖機運転を行った後にテストを実施する。

くテストの手順〉
⑴エンジン回転計を運転席から見える所に設置する0 

⑵則後輪に輪止めをして、さらにパーキングブレーキを引く。

(3)エンジンを始動し、セレクタレバーを「〇」レンジにセットする。

⑷左足でフットブレーキを強く踏んだまま、右足でアクセルペダルをゆっくりと全開まで踏込む。

⑸

⑹

⑺

エンジンが一定回転に安定したら、その時の回転数（ストール回転数）を素早く（5秒以内）読みとり、ア 

クセルペダルを全閉に戻し、5秒間休む0

上記（5)項のテストを5回繰返し行い、5回目の回転数をストール回転数とする0

セレクタレバーを11^」レンジに入れ、アイドリング伏態で1分間以上冷却する。

ストール回転数基準値 全車 230011)111以下
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ロックプレート (調整 用 )

ケーブル自動調整き

スロッ ト ルブラケッ ト

や——

E〇V 丁一車上点検

-------- コントロールケーブル---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

自動調整式コントロールケーブルの採用に伴い、点検方法を変更した。

く点検〉

(1)スロットルボディ側全開時にトランスミッション側も全開になっていることを確認する。調整不良の場 

合は、走行性が悪化することがある。

⑵スロットルボディのスロットルバルブが全開、全閉になることを確認する。

⑶スロットルバルブ全開時、コントロールケーブルに遊びが大きくある場合は、コントロールケーブルを以

下の手順で調整する。

① コントロールケーブル再調整用のロックプレートをケーブル軸直角方向に押し、スライダをトランスミ 

ッション側へ動かして再セットする。この時、コントロールケーブル自動調整部の“乙”寸法を2111111以下 

にすること。

② スロットルボディのスロットルバルブを手でゆっくりと全開にして調整する。

この時、コントロールケーブル自動調整部のスライダが“カチ、カチ”と音をたててスロットルボディ側 

へ移動することを確認する。

くコントロールケーブル自動調整部〉

-------- フフツチ---------------------------------------------------------------------------------------------------

く点検〉

(1)アイドリング状態で電磁クラッチから異音がしないか点検する。

注意

異音がする場合はクラッチべアリングを点検し、必要によっては交換すること。

⑵アクセルペダルを軽く踏んで、車両がスムーズに発進するか点検する。

⑶車速が201011/11以上の状態で急加速した場合、クラッチが直結になることを確認する。

⑷ “0” レンジでストール回転数が23001^瓜以下であること。

201011/れでクラッチが滑り放しであったり、“〇” レンジでストール回転数が230011>111以上である場合に 

は、電磁クラッチの交換が必要である。

3 — 6
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E〇V 丁一車上点検

——ブラシホルダ-----------------------------------

く取外し〉
(1) 車体をリフトアップさせる。.

(2) ブラシホルダのハーネスコネクタを外す。

⑶ブラシホルダカバーの取付けボルトを外して、 

ブラシホルダを引き出す0

注意

ケースよりブラシホルダを取出す際は、ブラシ 

を折損させない様にする。

く点検〉
12ヶ月毎に、次の項目について点検し、異常の有る 

場合はこれを交換する。

⑴ブラシの先端が摩耗限界マークに近づいていな 

いか。

⑵各ボルトの弛みがないか。

⑶ブラシの摺動面に損傷がないか。

(4)ハーネスとターミナルブラケット、およびボル 

卜.ナットとの間が絶縁状態であること。

注意

-摩耗限界は次の点検時迄の摩耗も考慮に入れ 

ること。

参ブラシの摺動面に傷の有る場合は、スリップリ 

ングも点検すること0

，ブラシは不必要に指先で上下に動かさないこ 

と。

く取付け〉
取付けは取外しの逆手順で行う。

締付け部 締付トルク

ブラシホルダ取付ボルト 6,9±0,5ル〇1〔0.7 ±0.05X21〕
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日〇ソ丁一 日07丁（単体）脱着

[2] [〇ソ丁（単体）脱着

(注）電磁クラッチの外コイル化に伴い107了単体の脱着作業が可能となった。

國整備作業準備品

51
28099ぞ人100 ドライフシャフトリムーバ リヤアクスルシャフト

922650000 トランスミツシヨンハンガ 小型チューンブロックの吊り上げ

丁 3

エンジン受台（木製、デイ-ラ”にて觸作) エンジン、トランスミッシヨン昇降

車体昇降用オートリフト 車体の昇降

トランスミッシヨンジャッキ トランスミッシヨンの支え

油脂 10^了フルード 20ダ了フル—ドの摘充

圓整備要領

取外し
X :締付トルクN.111〔1^ — 111〕

く 2糊0‘の場合を記載〉

(1) 車体を2柱リフトにセットする0

(2) バッテリ㊀端子を外す。

(3) リヤバンバを外し(12X 4ケ所）リザーバを緩める。

(4) トラップドアを外す。

くリフトアップ下記作業を行う。〉

(5) ダイヤゴナルメンバを外す.

(14X2ヶ所)，(10X1ヶ所)

(参考）㊀ドライバ犬を下にあてがいテコとして使用。

(6)マフラカバー（只)、ベロー^カパーを外す0

(7)ェキゾーストカバー（只）を外す0 

(12X7ケ所）

(8) エキゾーストマニホールドとベローズ固定ナッ

卜を外す。（14X2ケ所）

(9) ベローズカバーぼ）を外す。

(10) エキゾースト温度センサコネクタを分離し、セ 
ンサハーネスクリップを外す。

3 ~ 8
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£0ソ丁一日〇ソ丁（単体）脱着

(11) マフラクッション（前）を外し、クッションを外

す。（12x2ケ所）

(12) マフラカバー固定ボルトを外す。（12x3ケ所）

(13) マフラクッション（後）の左右を外す。

(12x2ヶ所）

(14) マフラカバーのアースを舛す。

值八芒減朽車は無し）

(15) マフラ、マフラカバー八33丫で外す。
计，打^^^^，' :

(16)スプラシュガードぼ1)及び（只）を外す0
祭豢蠓 伊1)は4—0車のみ

(17) 4\ダ0— 五〇マ丁車の場合はプロペラシャフトを

取外すこと 〇

(18)アクスルシャフト左右を（^)を使用して分 

離する。

^813
名称 部番

ドライバーシャフトリムーバ 28099ド焱100

(19) ステフナ外す。（12x2ケ所），"…4界1)車のみ

(20) ホイールハウス泥はねカバー（№1のみ）外す,

(10X2ケ所）

(21)クラッチダストカバーを外す。（10X5ケ所)

(22)クラッチとプレートの固定ボルトを外す

(12x3ケ所）

〇

313 土 2*9 
13は5 土0.3〕

(23) リフトダウンする。

(24) エアクリーナー（10X3ケ所)、ホース3本、ダク 

卜2本を舛す。

3 — 9
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507丁一607丁（単体）脱着

(34)丑077オイルクーラホースを分離する。必ず漏

れ止めをすること

(35)スロットルプロテクタを外す。（10X2ケ所)

(36) アクセルケーブル6只11了を外す。倒八一腿?1は

脱着せず）
(37) ケーブルを外す。

注意 ^必ずストッパをしておくこと

(25) インヒビタ3评のコネクタ及びブラシの 

コネクタを分離する。

(26) 芯〇^丁ブラシホルダーを外す。（10X2ケ所） 

(注）ブラシを損傷させないため外す。

(31)セレクトケーブル目玉側クリップを外す。

(32)スタータを外す。（14X2ケ所)

(33)スピードメータケーブルを外す。

(27) スタータのコネクタを分離し、スタータハーネ 

スを外す。

(28) 101^1左03ソレノイドコネクタを外す。

(29) 丑〇ダ了左回転センサのコネクタを外す。

(30) セレクトケーブル31^1：を外す。（12x2ケ所) 

(注）尺レンジでピンを差込んでおくこと。

3 — 10



[〇ソ丁一日〇ソ丁（単体）脱着

(39)リヤマウンティングのサス，クロスメンバ固定

ボルトを外す。（14x2ケ所）

(43)リヤマウンティングを外す。（14x4ケ所)

(38)エンジンをサポートする。

エンジンをガレージジャッキで支持する方法で

なく ¢21) 922650000又は市販工具でエンジンを 

支持しミッションジャッキで下ろす方法で実施し 

た。

く参考〉エンジンサポートブリッジ

(市販工具（株）バンザイ製迟38

フック部
十8. 8

81,8-4.9 
—1 +0. 9 
X (8.3-0.53

(42)ド1；マウンティングを外す。（14 X 5ケ所)

+ 8.8 
61*8 — 4.9 

+0.9 
IX 3 — 0.5〕

(40) リフトアップする。

(41) ミッションジャツキをセットする。

(44) ミッションとエンジンの結合ボルトを外す。 

(14X3ヶ所)、（10X1ケ所）

(注）ヱンジンとクロスメンバ間に木片を挿入し当 

り止めを行う。

(45) エンジンとミッションを分離する。

注意

，電磁クラッチがドライブブレートに残ってしま 

うと外せないのでに残し外す。

又電磁クラッチの脱落に注意する。

國取付け
取外しの逆手順にて行う。

3~11
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E0VT—電磁クラッチ構造，作動.点検
麵丨111丨丨1「.1卿晒.11.1.丨圆画㈣咖，卿酬赚1咖11111111層晴嶋劃.剛—~利|丨丨，，侧晰麵，丨麵丨"丨，幽晒丨丨丨—翻丨丨一卿…   丨丨丨丨丨細㈣丨瞻麵.謂咖―—   .... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 丨丨丨

[3]電磁クラッチ 圔構造.作動.点検

電磁クラッチのコイル位置を従来率のドリブン側からドライブ側に変更した外コイルタイプの電磁クラッチ 

を採用した。また、クラッチの定格電流は40八である。

〔参考〕従来車

ぐ点検〉
(1)スリップリングまわりのグリース付着状態とベアリングの円滑さを点検する。グリースが著しぐ流出し 

ていたり、ベアリングにゴッゴツ感がある場合は、クラッチを交換する。

⑵単体導通テスト：電磁クラッチのスリップリング間の導通をテスタで点検し、1〜30の抵抗値を示せば良

好。導通がない場合や抵抗値が極端に小さい場合は、クラッチを交換する。

⑶絶縁テスト：スリップリングと電磁クラッチ本体（アルミ部）間の導通をテスタで点検し、導適のある場 

合はクラッチを交換する。

(4)スリップリングの外周部を清掃し、スリップリンダの損傷を点検する。

-点検または清掃時、スリップリング部に傷をつけないこと。

-電磁クラッチ本体の保管時や運搬時はスリップリング部を上か、横にして行う。

，電磁クラッチに衝撃を与えないこと。

-電磁クラッチ保管時、スリップリング部に油、グリース、水などが付着しないようにする。

^電磁クラッチ単体でのスチーム洗浄はしないこと。

3-12
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[〇ソ丁一電磁クラッチ構造，作動.点検

八部を従来車に対して、短かくした。（一4臟)

ブラシホルダ締付トルタ：9 土 0,㈣，1X1〔0コ±0, 05故-瓜〕

—ブラシホルダー~~——一- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -一一一^~—一一—一一一——一一一一一一一一一

ブラシホルダのブラケット材質を金属から樹脂に変更した。また、電磁クラッチの外コイル化に伴い、ブラ 

シホルダ本体の長さを変更した。

3 —13
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日〇 7丁一丁840型.丁丁40型構造.作動

[4] 丁840型（2〜0)、丁丁40型沪/丁 4^0)国構造づ乍動

::::：.誦響！！
'-….〆’ ':し

:.、趣轉

^^5： ^ 一

オイルポンプふガスケット

オイルポンプを^1^10用と同じにし、共用化をはかった。これに伴い、オイルポンプの一部構造変更、シャ 

フトの長さの短縮（一611101)およびガスケットの形伏変更を行った。

くオイルポンプ〉 くガスケット〉

ビトーパイプ 
用の穴

〔参考〕従来車〔参考〕従来車

一不イルポンプシャフトー---------------------------------------- -—— ----------一一——~-

オイルポンプの変更に伴い、シャフト全長を従来車に対して長くした。(+0111111)

全 長

一 1拿 一—一…- 4！―……^，什

3 — 24
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識別 形状

-~#au

ーー <==feta £92 =ae OE at el

h ( 府 整 用 )ロックプレ

ケー ブル自動 調整 部

スロッ ト ルブラケッ ト

6 0ソ丁一丁840型，丁丁40型構造.作動

オイルボソプ取付面 
(形状変更)^^^

サイドケース

オイルポンプ変更に伴い、サイドケースオイルポンプ取付面側の油圧回路を変更した。また、ピトーパイプ

位置決め用のリブを追加した

ピトーパイプ

オイルポンプ変更に伴い、ピトーパイブ形伏を変更した。

従来車のピトー 

パイプに対し、八 

部の角度を大き 
くした。

パ:':'.:.:':.''':.:::::::;:
::::霉炎;:ミ::'--；ソノ、'，..’.',,'-----'

ビトパイブ

ーコントロールケーブル----------------------------------------

コントロールケーブルは、自動調整機構付を採用した。

3-15
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リダクション
ドラ イブギヤ

E 0ソ丁一丁840型，丁丁40型構造.作動

プライマリプーリ八33丫

プライマリプーリのシリンダ径を大きくし（右図 

八)、ドミンゴ用のプライマリプーリと共用化をはか-

た

セカンダリプーリ六33丫

(1) セカンダリプーリのシリンダ径を大きくし（右 

図、八)、ドミンゴ用のセカンダリプーリと共用化 

をはかった。

(2) リダクションドライブギヤの形状を変更し、ド 

ミンゴ用と共用化をはかった。

(3) セカンダリニードルレースの巾を拡大し、 

7！マ10と共用化した。

草達センサ

従来車のハーネス付車速センサをセンサ本体とコネ 

クタを一体にしたコネクタ直付けタイプの車速センサ 

に変更した。

尚、センサ本体の構造は、従来車のものと同じであ

る。
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日0ヮ丁一丁840型.丁丁40型構造.作動

—ドライブプレート ----------------------------- 一...... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ............. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .................................. ——-――鴨-——一-------- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -一一一 --------- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ---------

電磁クラッチの変更に伴い、ドライブプレートの形状を変更した0また、以八、30エンジン用を統合し、1種 

類にした。

—エンジンリヤ：/レート—---------—------ --------―一" ------- ---------- 画帽咖瞳卩丨||丨1零|け"-麵 ------- ----------—------

トランスミッション（ぉ〇マ了）の整備性向上化（車両からの単体脱着）に対応するため、エンジンリヤプレー 

卜の形状を変更した0

〔参考〕従来車
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6 0ソ丁一丁840型.丁丁40型構造.作動

攀麟影 ，薬
戀戀繼敵:::屬

:.:觀

フライホイールハウジング

ノ、
エンジンリヤプレートの変更に伴い、フライホイール 

ウジングを新設した。

二:一濟賴》：麵

勤纏

------ トランスミッションハーネスステー--------- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

車速センサのコネクタ直付け化に対応するため、車体 

ハーネスのクランプを取付ける穴をステーに追加しし

3-18



6 0 7 丁一整備要領ーオイルポンプ众33丫

圓整備要領（1)オイルポンプ八33丫

——組立て 一~一一   -------—-------- -

ピトーパイプの変更等に伴い、オイルポンプ八88了

をサイドケースに組付ける場合の整備要領を変更し 

た0

(1)サイドケースオイルボンプ取付面側のピトーパ 

イプ00^ぞ1に揷入されたストレートピンをサイ 

ドケース内側のリブ（ストッパ）にピトーパイプ

が当るまで左に回す。

注意

サイドケース内側のリブは、ピトーパイプの位 

置決め用のストッパであり、回す時、過度の力 

をかけないこと。（ピトーパイプ破損防止）

翁ストレートピンの方向を合わせないままオイル 

ポンプ了を組付けるとサイドケースやオイ 

ルポンプ八33？を損傷させるので注意する。

(2)サイドケースにオイルポンプガスケットを取付 

ける。

注意

(3)オイルポンプ八58丫を外周0リング手前まで挿 

入し、オイルポンプ八33丫取付ボルト（3本）で軽 

く締付ける。

編!^!
，外周〇リング、ボルトの〇リンダは、新品を 

使用する。

镛オイルボンプ八337組込み時、外周の0リン 

グを傷付けないよう注意する。

⑷オイルポンプ八33丫をプラスチックハンマで軽 

く叩きながら奥まで挿入し、ボルト（0リング付) 

を締付ける。

取8±0,5！^，茁〔1.2土〇. 051^-1X1)

ぐ注言己ン

① オイルポンプ部品（ギヤセット、ポンプカバー、 

リブルケーションスプリング等）は補用品設定が 

ないため、新品に交換時はオイルポンプ八33丫で 

行ぅ。
② シールリングの組付け

オイルポンプシャフトへのシールリング組付け 

は、特殊工具.シールリングガイド！!を使用して
/一 鳞

仃つ。
0X1

499305600シールリングガイドII

0^0用）

オイルポンプガスケットは、必ずサイドケースに 

取付け、オイルボンブ八88了には取付けないこ 

と。
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日〇VI—整備要領プーリアライメントの調整要領

(2)プーリアライメント調整要領

調整

プーリアラィメント調整要領について変更した。 

プーリアライメントの調整は、プライマリプーリの溝 

中心（ベルト中心）とセカンダリプーリの溝中心（ベ 

ルト中心）を一致させるために行い、セカンダリプー 

リ側にシムを入れて調整する0

くプーリを交換した場合のプーリアライメント調整
要領〉
(1)サイドケースに付着した油脂等を清掃し、さら 

にオイルストンで合わせ面をみがき、特殊工具.ス

タンド0〇1^しにセットする 0
「5丁】499935600トランスミッション

スタンド00^乙

「5丁】498455500トランスミッション

スタンドアタッチメント

(2)サイドケースに特殊工具.ゲージをボルトで固 

定する。’
499575900ゲージ

ダれ，ごあ0,

〇
〇/;

(3),寸法測定

特殊工具.ゲージ上面から、サイドケースのプライ 

マリプーリ側ベアリング受け面までの深さ（し） 
とセカンダリプーリ側べアリング受け面までの深 

さ（し）を、おのおの4か所の穴より特殊工具.デ 

ィプスゲージで測定する0そして、この4か所の 

平均値を取る。

5丁） 498145400ディブスゲージ

し口 し3

；淡!欲^圖後％.※欲欲欲?

「く

ゾ詹ガ4：欲.

农

⑷シム厚さを選定するための計算式

「1:入 -3 ~ (レし)--24. 676 I

1：:シム厚さを選定する値

入:プライマリプーリ記載寸法

(プライマリプーリ本体に記載されている小 

さい方の数値）

3 :セカンダリプーリ記載寸法

(セカンダリプーリ本体に記載されている数 

値）

し户：ゲージ面からプライマリプーリ側べアリン 

グ受け面までの深さ〔(3)項での計測値〕

し3 :ゲージ面からセカンダリプーリ側べアリン 

グ受け面までの深さ〔(3)項での計測値〕

24, 676 :定数

⑸計算値により、下表からシム厚さを選定し、セ 

カンダリプーリ側べアリング部に挿入する。）

計算値：1； 部品番号 シムの厚さ（111111)

〇〜0. 025 一 0

〇. 025〜0.075 324611^000 0.05

〇. 075〜0.125 803054021 0.10

〇.125〜0.175 32461副10 0.15

〇.175〜0.225 803054022 0.20

〇. 225〜0.275 324611^020 0.25

〇. 275〜0.325 803054023 0.30

〇. 325〜0.375 324611^030 0.35

〇. 375〜0.450 803054024 0.40

〇. 450〜0. 550 803054025 0.50

〇. 550〜0.650 803054026 0.60
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日〇ソ丁一整備要領プーリアライメントの調整要領

—調整

くサイドケースのみを交換した場合のプーリアライ 

メント調整要領〉
(1)新旧のサイドケースについて、前項（1)〜（3) 

と同様な方法で、サイドケースのプライマリプー 

リ側べアリング受け面までの深さ（下図レ)、およ 
びセカンダリプーリ側べアリング受け面までの深 

さ（下図1^)を計測する。

レ “ (^3X3 499575900
1 1 ク—

(2)シム厚さを選定するための計算式 

1^0 —し 1^3 I

レニ計算値

乙〇ニプライマリプーリ側べアリング受け面までの 

深さ

しニセカンダリプーリ側べアリング受け面までの 

深さ

計算は新旧両方のサイドケースについて行い、 

旧のサイドケースの計算値をし1 

新のサイドケースの計算値を1^2 

とする。

(3)シムの選定

計算値がプラス（十）になるよう（し01—1^2)ま 

たは（1^2— し01)のどちらか一方の式を使い計算 

する。

この計算結果により、下表からシムの厚さを選定 

する。

-(乙〇2-レ1)で計算した場合

ケース1 0ミ1^2 -く〇. 025の時

旧のサイドケースのセカンダリプーリ側に使用されてい 

たシム（以下旧シム）と同じ厚さの新しいシムを使う。

ケース2 〇. 025$ レ2— レ1 く〇. 075の時

旧シムより0.05薄い新しいシムを使う。

ただし、旧シムが0.05の場合は、シムを入れる必要はな

い。

ケース3 〇. 075$ 1^2- 乙。1 く 〇.125の時

旧シムより0.1薄い新しいシムを使う。

-(^1-で計算した場合

ケース4 0$ 1^1 -1^2 く 0. 025の時

ケース1の場合と同じ。

ケース5 〇. 025$ し〇1—レ2 く〇. 075の時

旧シムより0, 05厚い新しいシムを使う。

ケース6 〇. 075$ 1^1 —1^2 く 〇.125の時

旧シムより〇.1厚い新しいシムを使う。

，シムの厚さ

部品番号
シムの厚さ 

(111111)
部品番号

シムの厚さ 

(111111)

32461漏00 0.05 803054023 0.30

803054021 0.10 32461弘030 0.35

32461^010 0.15 803054024 0.40

803054022 〇. 20 803054025 0.50

324611^020 0.25 803054026 0.60
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498415600

*»-_ a

[〇ソ丁一整備要領クラッチハウジング八33丫

(3)クラッチハウジング八33丫

組立て

クラッチハウジングにオイルシ 

の圧入方法について変更した。

特殊工具.オイルシールドリフトを使用して、

クラッチハウジングのリブの頂部とオイルシール端 

面間の寸法IX」が22. 5±0, 25111111になるようにオイ 

ルシールを圧入する0

3丁

注意

498415600オイルシールドリフト

オイルシール圧入完了時（乙= 22. 5111111)、特殊 

工具.オイルシールドリフトの段付部とクラッ 

チハウジングのリブの頂部とのすき間は約 

1111111であり、この値を目安に圧入するとよい。 

寸法確認はノギス等を使用して行うこと。 

オイルシールが傾いて圧入されていないことを 

確認する

クラッチハウジング

(注）ぢ〇マ了本体の分解、組立て、点検、調整等について、既刊のサンバー660整備解説書を参照して下さい。
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日〇^—電子制御システム概要

[5]電子制御システム 圓概要

電子制御システムに関し、従来車との変更点を下表に示した。

また、トラブルシューティングについては、別冊の「電子制御装置トラブルシューティングマニュアル」を参 

照して下さい0

し砸点〉^一-.一^ |

項 目 変更 内容 |

1アクセル開度スイッチ 廃止した。アクセル開度は、次項のスロットルセンサで判断する。 |

スロットル開度信号の入力を追加した0また、基準電圧としてのスロットルセ 
ンサ電源の入力も追加した0
これに伴い、自己診断機能にスロットルセンサ信号系異常、スロットルセンサ基 
準電源系異常およびセレクトモニタ機能にセンサ基準電源電圧、スロットル開 
度信号電圧を追加した。

1クラッチ電流出力回路 過電流制限回路を追加した。 I

クラッチ保護制御
従来車のコイル温度のほかに、作動面温度も推定し、保護制御を作動させる。 
(クラッチ保護制御の強化）

1ストール回転数の学習制御 ストール回転数の学習制御によりストール回転数のバラツキを縮小化した。 |

電磁クラッチの構造変更

電磁クラッチのドリブン側にコイルがある内コイルタイプ（従来車）からドライ 
ブ側にコイルがある外コイルタイプに変更した。これに伴い、電磁クラッチの 
定格電流を3. 5入（従来車）から4. 〇八に変更した。

ブラシホルダブラケットの

機変更

ホルダを固定するブラケットの材質を金属から樹脂に変更し、ブラケットとホ 
ルダを一体化した0また、電磁クラッチの変更に伴い、ホルダ本体の長さを変更 
したので、新旧の互換性はない。 |

車速センサ
コネクタをセンサ本体と一体にしたコネクタ直付けタイプに変更した。
(従来車はリード線付タイプ）

1 1 1

； 泰 1

|| 9 I

3-23



1

ァ クセル S.W. 上

SS | BRIS yF
| =—-. , ご

レンジ S. W. sie
ks98.w に ーー _~

wa
= CA

に - に =
は ) 守 haa

N レンジ S.W. ー

cl wa
D Lyys.w. [ =

‘ ン ECVT Ds ソレ ノイ ド
Ds レン ジ S. W. 1

ECU

| クラ ッ チ温度
L SRST

(1.4W)

ABS 「
ECU = . | ABS| | ーーーーーー-| ECU

し と ーー
1 | 要求 出力

| ie oh
クラ ッ チ信号出力

ェア コ ン信号 (ーー マー EG!

NA ノ MSC 判 別 Meee

| セレクトモニ タスコ ッ ト ルセン サ是 源モニタ | oes ーー
ロッ トル開度 信号EG) スロ ッ 開 度信号 a

ECU

日〇V 丁——電子制御システムシステム全体図

國システム全体図
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國入出力電圧値

日0 V 丁 一電子制御システム入出力電圧値

系 統 測 定 条件 電圧値〔V〉

アクセル開放時 約0

スロットルセンサ
アクセル踏込み時

(開度の増加に伴い、電圧は上昇する）
〇〜4.5

電源電圧 約5.5

車両停止時、端子間電圧 0

車速センサ 車両301011/11時、端子間電圧 人0レンジ
(車速の増加に伴い、電圧は上昇する） 2，祝以上

イグニッシヨンパルス アイドリング回転時 点火波形

アクセル3胃
アクセル開放時 約0

入 アクセル踏込み時 丁電圧

0
0レンジの時 約0

0レンジ以外の時 8八丁丁電圧

〇3
0$レンジの時 約0

レンジ以外の時 電圧

インヒビタ
只

只レンジの時 約〇

力
測 只レンジ以外の時 電圧

？
？レンジの時 約0

只レンジ以外の時 3八丁丁電圧

レンジの時 約0
レンジ以外の時 3八丁丁電圧

ブレーキ3%
ブレーキ開放時 約0

ブレーキ踏込み時 8八1：丁電圧

厶/〇信号
入/〇コンブレッサ〇孖卩 約0

八/。コンブレッサ〇讨 8八丁丁電圧

^3作動信号
非作動時 丑八”電圧

八83作動時 0

㊉
レンジ（逆励磁） 6〜8

電磁クラッチ
走行レンジでアクセル開放（ドラッグ） 0.7〜2.0

0
F，Nレンジ（逆励磁） 6〜8

出
走行レンジでアクセル開放（ドラッグ） 約0

クラッチ信号
？ ^ ^レンジ 8八丁丁電圧

クラッチ通電時 約0.6〜0.7

05ソレノイド
レンジ 約0

力 〇5レンジ以外 8電圧

クラッチ温警報ランプ ランプ点灯時 約0
(0乙II丁了ランプ） ランプ消灯時 電圧

アイドルアップ要求信号
八83非作動時 約12

八65作動時 約〇
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日〇ソ丁——電子制御システムフェイルセーフ機能

フェイルセーフ機能

故障箇所 故障モード 故障時の制御 目的 車両挙動

スロットルセンサ系
ショートまたは断 
線

正常に戻るまで代用値を用いて制 
御

トランスミッシ
ョンの保護

特に変化なし

アクセル3貿系 (別表）
エンジン回転13501^1X1以上の時 
アクセル踏込みモードとする

走行不能防止 (別表）

走行レンジでクラ 

ッチ電流が流れて 
いるのに車速が入 

力されない

エンジン回転18501^111以上の時 
アグセル踏込みモードとする

惰行時のエンジ 
ンブレーキ確保

アクセル開放で惰 
行した時エンジン
回転1850『1)111未 
満になるまでクラ 
ッチ切れない

|クラッチ回路系 ショートまたは断 
線

正常に戻るまで逆励磁とする 丑(：1；破損防止
クラッチがつなが 
らない

インヒビタ3，

複数のレンジ5评 
が01^となった

アクセル開放、またはレンジ 
が0Nかつ車速12ヒ111/11未満 

の時はド.レンジ、それ以外は03 

レンジと判断する

走行不能防止、卜

ランスミッショ
ン保護

セレクトレバーが 
走イ了レンジにあっ 
てもドラッグ電流 
が流れない

極低速でギクシャ 
ク感大
アクセルに足をの 
せているとN->0 
にセレクトできな 

い（ギヤ鳴き）

〇3レンジの状態か 
ら無入力となった

他の3冒が01^するまで〇3レンジ 
とする

〇レンジの状態か 
ら無入力となった

アクセル踏込み、または、121^11)/11 
以上：他の3界が01^するまで0とす 

る。
アクセル開放、かつ、121^111/11未満： 
他の3界が01^するまでとする

尺レンジの状態か 

ら無入力となった
他の3珂が0Nするまでは？，レ 
ンジとする

レンジの状態 

から無入力となった

他の3珂が01^するまではXレ 
ンジを保持する

ギヤ鳴き防止 逆励磁：走行不可

ブレーキ3貿系
ブレーキ3玫が一 
度も変化しない

ブレーキ0Nと判断する エンスト防止 特に変化なし

く別表〉
アクセル3界系の故障モード、車両挙動

I アクセル3界

正常 01^のまま（開放） 〇ドドのまま（踏込）

I ス〇ツトル

センサ

正常 正常
検山可(エンジン回転135011皿以上で)

検出不可（クリープ）

異常 検出不可、スロットルセンサ系故障優先

注意 ，01^1のまま：ハーネスショート等も含む。
，0ドドのまま：ハーネス断線等も含む。
，検出不可の場合：トラブルコードは残らない。
-走行レンジに入れたままスロットルバルブを直接操作しないこと 〇
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E0V丁一一電子制御システムトラブルコードと故障履歴

圓トラブルコードと故障履歴

トラブル
コード

内 容 故障と判断する条件 推定故障部位.内容

17
レンジ5…系 

複数入力故障

-2つ以上のレンジ3…が同時に〇]^に 

なった

-レンジインジケータランプのヒューズ切 

れ

#ハーネスショート

21
スロットルセンサ

信号系故障

翁，センサ出力電圧が所定値を超えた。

，車速センサ系の故障でなく、かつ所定 

の走行パターンの繰返し中に、一度も 

スロットル開度が所定値をこえない。

署ハーネスの断線、ショート 

隹コネクタの接触不良、端子抜け 

鲁スロットルセンサ本体の作動不良 

^01 -丑〇1；、辽(:ン丁 - E^\]の故障

22
スロットルセンサ

電縣故障

1^スロットルセンサ電源電圧が所定値 

を下回った。
同 上

31 アクセル5…系

孀 アクセル開放（アクセルか 

つスロットル開度が15度以上でエン 

ジン回転数が1500115111を超えた。

但し、スロットルセンサ信号系、スロ 

ットルセンサ電源系が故障していな 

ぃこと。

，アクセル5评の不良 

#関連ハーネス断線、ショート

33 車速センサ系

魯
，発進モードで、エンジン回転数 

230011)111以上で車速ノ、。ルスの入力さ 

れない状態が積算で15秒間続いた。 

(ブレーキは開放であること。）

#関連ハーネス断線、ショート 

，車速センサ単体異常

34 クラッチ回路系
-レンジ位置に関係なく、クラッチ回路 

の断線、ショートを検出した。

，ブラシ〜スリップリング部ショート（異

物）

、づぅシ〜スリップリング部油もれ、水侵入 

による導通イ、良

-ブラシスプリング押付け力低下による接

触不良

-ブラシ折れ

#クラッチコイル内部断線、ショート 
#クラッチ回路ハーネス断線、ショート 

，ブラシホルダクネクタ、五〇〇コネクタの 

接触不良、端子抜け

36
アイドルアップ

要求信号

響アイドルアップ要求中に、エンジン回 

転数が所定回転数を積算して60秒間 

下回った0

-アイドルアップ要求信号系のハーネスシ

ョート、断線

-£01),ソレノイドコネクタの挿入不良、端

子接触不良、端子抜け 

-[^関連の信号系故障
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^0ソ丁——電子制御システムトラブルコードと故障履歴

1トラブル

コ-ド
内 容 故障と判断する条件 推定故障部位.内容

37 〇3ソレノイド系
…ノレノイド出力回路の断線、ショート 

を検出した。

9

，出力回路系ハーネスのショート、断線 

-五〇!；、ソレノイドコネクタの挿入不良、端 

子接触不良、端子抜け

拳ソレノイドの内部断線、ショート

45
ブレーキスイッチ 

系

#所足の条件下で、一度もブレーキスイ 
ッチが作動しない

#ブレーキスイッチ系のハーネスショート、

断線

-£011.スイッチコネクタの挿入不良、端子 

接触不良、端子抜け 

#スイッチ本体の作動不良

53 変速異常検出
車速とエンジン回転数の関係から推定 

して、変速異常状態を検出したとき

離シフトコントロールバルブの変速異常 

#クラッチトルクの低下 
春クラッチ回路系の故障

く参考〉

エンジン始動後も ランプが消灯しない時は、イグニッションパルス系の故障（丑(:VI用只〇11に入力されていない)

電磁クラッチ本体の故障は検出不能
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E^VT——電子制御システムサービスコードと制御作動履歴

臞サービスコードと制御作動履歴

1トラブル

コ-ド
内 容 制御の作動条件 点検部位

51
ストール時のクラ 

ッチ保護制御作動

-過酷な負荷条件下で、ストール状態を 

連続して行った。

蠢シフトコントロールノ《ルブの変速異常

-所定時間以上ストールを行った 

-坂道等でアクセル操作だけで停車した 

，車速センサー系の故障

52
クラツチ高温時の 

保護制御作動
クラッチ高温時の保護制御が作動した。

參シフトコントロールノ《ルブの変速異常 

-坂道等でアクセル操作だけで停車した 

拳過負荷での運転 

-車速センサー系の故障
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E〇VT 電子制御システムセレクトモニタ機能

国セレクトモニタ機食巨

ぐ機能概要〉

セレクトモニタ（略称： 351\〇は、下記内容の項目について測定することで電子制御系の故障診断に活用で衾

る 0

卩モード
入力、出力信号類のデータを直接表示し、基準値と比較することでセンサ、信号系統の 
断線、ショート、センサ類の特性異常が判別できる。

卩八モード 入力、出力信号の0贝/ 0卩卩と動作状態が3 3IV！の乙丑〇の点灯により判別できる 〇

卩6モード リードメモリのトラブルコードを数字と略称で表示する 〇

卩〇モード リードメモリ内のメモリコードをクリアできる 0

五〇マ丁モニタ（チヱッカ）は使用しないこと 〇

く ^モードン

ファンクションコード表不
1 ^ 入力，出力信号 

測定項目
表示内容

コ-ド〇. 略称

孖〇〇 年式表示 モニタ接続時、該当する年式を表示 |

卩03 卿 車速（1011/11) 丑〇17に入力されている車速を表示（1011表示）

卩04 エンジン回転数
ぢ011に入力されているエンジン回転数を表

示 1

ド05 I 00^ クラッチコイル指示電流（八） クラッチコイルへの出力指示電流を表示

ド06 1^10 変速比
エンジン回転数と車速から算出された変速比 
を表示（但し停止時は2.50を表示） |

¥07 I 0^08 クラッチコイル実電流（八） クラッチコイルに流れている実電流を表示

孖08 スロットルセンサ電源電圧
スロットルセンサへ供給されている電圧を表|

示 1

腳 スロットルセンサ信号電圧 スロットルセンサ開度を表わす電圧を表示
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日〇ソ丁——電子制御システムセレクトモニタ機能

ぐド八モードン

ファンクションコード表:^
1^：〇番号

点検項目内容 
信号名称

1^)0点灯条件
コードN0. 略称

ド八〇

FN 1 レンジスイッチ I5またはレンジ時点灯

只 2 只レンジスイッチ 只レンジ時点灯

〇 3 〇レンジスイッチ 〇レンジ時点灯

05 4 05レンジスイッチ 03レンジ時点灯

6 ブレーキスイッチ ブレーキ踏み込み時点灯

八〇 7 エアコン信号 エアコン作動時点灯

9 アクセルスイッチ アクセル開放時点灯

他 1 ^5作動信号 ^3作動時点灯（^5車）

卩八2

〇乙 1 クラッチ信号出力
エンジン回転時、アクセル開放、〇レンジセ
レクト時0.6秒後点灯（3¢：車）

30 2 〇5ソレノイド出力 「〇5レンジにセレクト時点灯

3 アイドルアップ要求出力 アイドルアップ時点灯（处3車）

ぐ四&ド(：モード〉

ファンクションコード表本
測定項目 表示内容

コード恥 略称

自己診断機能 メモリされた過去の故障箇所を表示

制御作動履歴読み出し クラッチ保護制御の作動履歴を表示

卩〇〇 一一 メモリクリア メモリされたコードを消去

1
トラブル 
コード 入カセンサ名称 略称

トラブル 
コード 入カセンサ名称 略称

17 レンジ5界系複数入力 36 アイドルアップ要求信号系 10^？

21 スロットルセンサ信号系 「籲「取 37 〇5ソレノイド系 0530乙

22 スロットルセンサ基準電源系 45 ブレーキスイッチ系 8孤

31 アクセル5界 八。〇 53 変速異常検出 〇05丁

33 車速センサ系 卿

34 クラッチ尼丨路系

(21,0
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4 シャシ

4一 1 サスペンシ3ン

II仕様.............................................  4一 2
4-2 ステアリング

II仕様. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4- 3
4 一 3 ブレーキ 

[1〕標準ブレーキ

II仕様. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 一 4
〔2〕アンチロックブレーキシステム（八85)

II 概要. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .   4-5
圈システム構成図.......................... 4一 6
II主要構成部品と機能. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4一 7
國構造-作動.................................. 4- 8
国ブレーキ液圧制御. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 一 22

(1) 通常ブレーキ時...................... 4 一：

(2) 八8 5作動時.......................... 4-13

I整備要領
(1) 車上点検. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 一 25

(2) フロントスピードセンサ....... 4 一 27

(3) リヤスピードセンサ.............. 4-17
(4) ハイドロリック

ユニット（㈠/10   4-18

(5) 八8 3— 日011   4-21

変更項目のみ記載、記載なき項目は、 
既刊の新型車解説書.整備解説書を参照 

下さい。

(6) 6センサ............. .................... 4-21
(7) ブレーキホース冱パイプ....... 4-22

4 — 4 タイヤ81ホイール

[1〕タイヤ攻ディスクホイール........... 4 一 23

〔2〕タイヤ空気圧.................................. 4-23

〔3〕スペアタイヤ....................... .......... 4 一 23

II整備要領...................................... 4-23

國主要変更点

(1) サスペンション：フロントスタビライザを廃止した。（ディアス糸ハイルーフNA車、赤帽車

(トラック、パネルバン））

フロント及びリヤサスペンションの主バネ値変更（一部車種）した。

(2) ステアリング：パワーステアリング〇？拡大（ディアス3、ディアスクラシック）

(3) ブレーキ：システム変更（4センサ2チャンネル対角制御—4センサ4チャンネル前輪独立後輪

セレクトロー制御）

上記システム変更に伴い8/1；構造、0センサ検出方法（水銀スイッチ—静電容量アナ 

ログ式）6011、ブレーキパイプ、ハーネス、11/1；ブラケット形伏を変更した。

(4) タイヤ公ホイール：スペアタイヤの取付部を変更した。

⑸ペダル公ケーブル：狐一車追加によるアクセルケーブル配策新製した。（50車と同じ）
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減哀力
(^)

〔伸び/縮み〕

〇.110/3

0. 310/3

ばね定数〇^/腦〇

形 式

外 径（咖)

67/45

142/62

40

※中実.トーションバー

¢18

※ディアス5 (351?
付）又はディアス 
系30車

最大長（腿)

最小長（腿)

減衰力 
财） 

〔伸び/縮み〕

〇.101/3

〇. 3111/3

444

278

50/25

80/40

八タイプ8タイプ

0タイプ

プ：11-1 
レ^ノレ 
グス

ばね定数（は/腿) 6.0 6.0 15 ヘルパ形伏

ル
ノヽ0

商 さ：丑（皿!!)

形 状

70

0タイプ 八 3 人 8

65.5

3タイプ

ゴムリング.

キヤンバ 1° ±45, 左右差47以内

フ キャスタ 3° 50，±1°

ア 卜一 ^ 1±3腿 左右輪の和
〇

ラ
サイドスリップ 011了2±3皿0〆！！！

12”バイアス
(5.00-12)

338 士茲

12"ラジアル 
(145尺12) 321-24

12"ラジアル
1553812，

3211

12”ラジアル
1455812 321-24

イ

メ

地上高
(腿）

左右差10腿以内 
測定点；シャシフ 
レームとフロントサ 
スクロメン取付ボル 
卜；前側のボルト頭
7^

キヤ バ 0〇 50，±1° 左右差47以内

卜 イン ⑺1 土 3111111 左右輪の和

サイドスリップ
仕

1汉1土3皿！!/皿

12”バイアス
(5. 00-12)

2991 297 +11
12"ラジアル
(145812) 286 + \1 281-24

12"ラジアル 
15581112 暑 282 + \1

12”ラジアル
14531112

280^1

様

ア
地上高 

(01111)

左右差10腿以内 
測定点；トレーリ
グアームとシャシフ 
レーム外側取付ボル 
卜のボルト頭中心

仕様

車 種

項 目

フ
ばね定数0^/1001)

ラック

2^0

似3〇

4界〇

似3。

バネルバン

2双0

似

麵

30

3.5

バ ン

2勸

80
4^0

似 30
3.5

ィアス系

2觀

ルーフ

3.5

サン
ルーフ

2.8

4勸

似

3.5

30

2.8

備 考

ス
ト
ラ
ッ
ト
マ
ウ
ン
ト

5
ライザ

ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

V

ノ

ネ

シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
—
バ

リ
ア
サ
ス
ペ
ン
シ

仕

様
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全車（マニアル車.パワステ車）

ステアリング 外径(随) 0370

ホイール
霉 最大回転数 4.4

舵 角
内輪（度）

ド广+1。30，
加ぬ-2。30，

外輪（度） …+1。30，
加丄リ ー2。3〇,

車両最小回転半径（10 ) 3.9

形 式 ラック公ピニオン

総合 ギア 比 23

使用グリ ース 協同油脂ワンルーバ3 0 
昭 石バリアント^12

転舵角
外輪 内輪

け
4

0^

龜義薩—―

4-2 ステアリング

國仕様

——主要諸元------------------------------------------------------------------- ----------

，ディアスクラシック、ディアス3にもパワーステアリングをメーカ〇?展開とした。 
-1^01^0製の4本スポーク皮巻きグリップハンドルをメーカ0？展開とした。

4本スポーク皮巻きグリップハンドル 3本スポーク皮巻きグリッブハンドル
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4 一 3 ブレーキ

〔1〕標準ブレーキ 國仕様 

——主要諸元------------------------------

1 ^
一般 車

1 人8 3装着車

フロント
ブレーキ

型 式 サポートレス.ベンチレーテッド
ディスクブレーキ

: 1

ディスク有効径 （皿!） 184 -

-ディスク厚さX外径 （皿！!） 18x221 -ノ 1

ホイールシリンダ内径 （匪） 51-0 -一

パッド材質 レジンモールド（非アスベスト） 一
パッド寸法
長さ\幅ズ厚さ （01111) 86.1x36x9 一

ブレーキ調整法 自動醒 -

リャ
ブレーキ

型 式 リーディング.トレーリング
ドラムブレーキ -

ドラム内径 （腿） 180 —

ホイールシリンダ内径 （皿〇 15. 87 0^19.05) 15.87 1

ライニング材質 レジンモールド‘（非アスベスト）
1 -

ライニング寸法
長さX幅X厚さ （腿） 172.7x30x4.4 -

ブレーキ調整法 白動纖 -
1パーキシグ

ブレーキ 型 式 機贼後輪制動 -

マスタ
シリング

型 式 タンデム 1 — ！；

シリンダ内径 （皿!） 19. 05 20. 64

リザーバタンク型式 セミ，モイスチャーシール付 一

リザーバタンク容量 （⑶） 123 1
-

Iブレーキ

ブースタ

型 式 真空倍力式 1
-

倍 率 3.4 (踏力18.0味） 3.5 (踏力23. 〇咕） |

有効 径 （皿） 152.4 1 177.8 1

1 制動力制御装置 ※プロポーショニング
バルブバルブ）

仙3 1

1 ブレーキ配管方式 前後2系統 1 対角2系統 1

1 ブレーキ液（標準仕様） スバルブレーキ 
フルード（00丁3) 1

※：サンサンルーフ付車（除フルタイム4\\の)
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アンチロックブレーキシステム（八8幻 概要

〔2〕アンチロックブレーキシステム（八日5) 概要
八门七一1001^ 8「3匕6 873^6111

人63は急制動あるいは雪道等の滑り易い路面でも、車輪がロックせず、ステアリング操作による危険回避を 

可能とするシステムである0 メーカ0？としてディアス]Iの一部車種に展開する0

今回従来車に搭載の八丑3に対し、構造変更による小型化、軽量化を図った新しい八丑3を採用した。

本システムは、4センサ.4チャンネル前輪独立、後輪同時制御方式で、4輪に配置したスピードセンサの信 

号をコンピュータ（八63- 丘〇11)で論理演算し、車輪がロックしそうな状況になった場合に各輪のそれぞれの 

系統に対応した液圧制御用ソレノイドバルブを駆動し、ブレーキの液圧を電子制御するシステムである。
くシステムの特徴〉

-ハイドロリックユニット（11/1；)のソレノイドバルブを3ポジション（増圧.保持.減圧）から2ポジショ 

ンタイプ（01^，〇卩ド）の組合せに変更した。

，エレクトロニックコントロールユニット（八33—丑〇1；)の回路をソレノイドバルブの変更に伴い単純化した。 

，0センサを水銀スイッチ式の01^ ― 〇ド卩タイプから静電容量式のアナログタイプに変更した。

，整備性向上のため従来通りの自己診断機能を有すると共に更にセレクトモニタによる故障診断も可 

能とした。

以上を新規採用すると共に小型軽量化しながら、レガシイ系との部品共用を図かり八35制御方式（4センサ 

4チャンネル前輪独立後輪同時制御）も踏襲している。

但し、ブレーキ型式、マスタシリンダ等主ブレーキの変更は行わず従来車と同じである。
くシステム構成〉

本システムは下記の構成からなっている。

① 4輪の速度を検出するスピードセンサ及びトーンホイール

② 4輪の速度情報を基に車両挙動、車輪速度の変化を演算し、ブレーキの油圧制御信号、丑〇\^丁及び丑1^1制

御信号を出力する入33エレクトロニックコントロールユニット（八63— 丑〇11)

③ 4贾〇車の車両挙動推定の補助となるアナログ6センサ

④ ブレーキ油圧を制御するハイドロリツクユニット(丑/じ）

八巳3管告灯

7インチ 
ブースタ 0センサノ

八日3

45上^!卩1 E^^

電磁ビックアップ 
(フロントスピードセンサ) I----ンホイール

V、イドロリックユニット
(㈠/リ)

(リレーボックス） 

ディスクブレーキ

ドラムブレーキ

トーンホイール

、磁ピックアップ 
(リヤスピードセンサ)

実車レイアウト図

配線
配管

を示す



アンチロックブレーキシステム（八日3) システム構成図

圈システム構成図
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アンチロックブレーキシステムー主要構成部品と機能

國主要構成部品と機能

1 部品名 機 能 搭載位置

ハィドロリック
ュ-ット氓/〇)

入83制御時、丑〇!；の指令により液路を切り換えてホイールシリン 
ダの液圧をコントロールする0

シャシフレーム上 
運!^下

エレクトロニック 
コントロール 

ュニット
，一

各センサからの信号を基に車輪や車両の挙動を演算し、状況に応 
じた判断により11/1；を制御する。八咫制御時には、丑〇乂丁車は 

已(:VI E^\]に、：^丁車はE^\]に協調制御信号を出力する。 
電源時常時自己診断を行い、異常時にはシステムを遮断する。 
シリアル通信機能を持ち、スバルセレクトモニタ（331^)と通信を 
行う。

リヤフロアバルク内

1スピードセンサ 車輪の回転を、センサを通る磁束密度の変化から電気信号に変換 
し、八83迟〇；に出力する。

ド七：ハウジング
1^：トレーリングアーム

1卜ーンホイール リングに刻まれた歯でスピードセンサに磁束密度変化を与え、電 
圧を発生させる。

¥1:ハブ
み：アクスルハウジング

1。センサ 車両の前後0の変化を、センサ内コンデンサの容量変化に置き換 
え、電圧変化として八83ぢ〇；に出力する。

センターコンソール内

1リレーボックス バルブリレー、モータリレーを収容する。 11/1；ブラケット〇01\1？しに
固定

バルブリレー
ぢ〇1！の指令でソレノイドバルブ、モータリレーコイルの電源スイ 
ッチとして働く。また、八33警告灯の駆動回路の一系統を構成す 
る。

リレーボックス

1モータリレー の指令でポンプモータの電源スイッチとして働く。 リレーポックス

1ストップランブ
1スィッ^1

ブレーキペダルの踏み込み有無を八33已〇1；に伝達し、八83制御 

及び協調制御の判断条件とする。
ベダルボックス

八33警告灯 八83故障をドライバーに知らせる。また、ダイアグモード時には 
入33丑(：11の指令により点滅し、トラブルコードを表示する。

インパネ

丑〇ン丁コントロールユーット
⑽从丁車）

八33五〇〇からの指令により、クラッチ〇卩卩、シフト制御（03— 
0)、アイドルアップ要求を行う。

左インパネ内

コントロールユニット

⑽又丁,⑽車）
丑〇ン丁 E^\](丑〇ソ丁車)、入83丑〇1； (^丁車）からの指令により、 

アィドルァップを行う。
リヤフロアバルク内

身
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アンチ〇ックブレーキシステム——構造.作動

醒構造#作動
議——^スピードセンサ-一一  ---------------------------------------------------------------- ---一一福一一~—————一一細.，丨"丨丨丨    ...... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ..................... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .一一一一一一—

従来車と同部品を採用している（詳細は省略）
く参考〉

-回転側として41枚の歯を刻んだトーンホイールを、前輪はハブ内面（ブレーキディスク取付け面と反対側）に 

ボルト止めし、後輪ほドライブシャフトの0^1外輪に圧入で取付けると共に固定側に電磁ピックアップを取 

り付け、これを対として車輪の回転伏況を電気信号として検出し、丑011に入力する。

參センサは内部に永久磁石とピックアップコイルを内蔵した構造である。フロントはトーンホイールの回転軸 

と平行に配置し、リヤはドラムブレーキ車への装着対応のため回転軸と直角方向に0刃外輪取り付けとして 

配置した。

車輪速度の検出は、車輪が回転する時、トーンホ 

イールの歯面の凹凸により、ピックアップのコイル 

を透る磁束密度に変化が生じ、電磁誘導作用による 

電圧力が誘起されることを利用している。

このセンサー信号は交流で、車輪の回転速度に応 

じて周波数、起電力が変化するが、£€1；の要求特性 

に適合している必要があり、図に示す出カレベルの 

基準範囲が設定されている。

八領域：断線検出範囲のため
電圧を加えてはならない領域 

6領域：センサ信号の入力検出領域 

0領域：センサ信号として検出されない領域

(介 一？)）

5

1.3
1
0,85
0.35

0.12
0.1

>8

/

10 20 50 50011¢ 21¢ ¢N2)
0/ロー 〇)

1.3 
0.5

0,14 
0.054

0.01
10 1004^ 101¢ 1501¢ (㈠2)



アンチロックブレーキシステム^—構造.作動

― 6センサ ー—―—~-—―丨丨"-丨，—~~^~―-㈣--—'胃-ぃ麵丨'一酣-.圆-.…..—丨~—~——  ---------------------------------------------- ------------------------一^一

本センサは車両の加減速度変化をセンサ内に組み込まれたコンデンサの容量変化として検出し、これを電気信 

号に変換、増幅し、灰08101；に出力する。

6センサ構造概略



アンチロックブレーキシステムー構造#作動

-~イド〇リックユニット（㈠/リ）ゐリレーボックス八33 丫^——一一一—- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 一———

ハイドロリックユニット（11/11)はポンプモータ、ソレノイドバルブ、ハウジング、リレー等から構成され 

たブレーキ液圧制御機器である0クロス配管車用として、対角に2系統の独立したブレーキ液圧回路を構成する。

く㈠/11 &リレーボックス八33丫の主要構成部品〉

構成部品 機 能

ボンプモータ 偏芯カムを回転させ、プランジャポンプを作動させる動力源

ハウジング
ダンピングチャンバ、ソレノイドバルブ、リザーバなどを格納すると共に、ブ 
レーキ液路を形成する。

プランジャ
ポンプ

減圧動作によりリザーバに送られたブレーキ液を搔き出し、マスタシリンダ側 
へ送り出す油圧ポンプ。

ソレノイドバルブ

ホイールシリンダ側とマスタシリンダ側、リザーバ側へのブレーキ液路を 
£€11の指令に応じて切り換える2ポジション型ソレノイドバルブ。
1つのホイールシリンダに対し増圧用、減圧用の2つのソレノイドバルブが1 
組として配置されている。

1) ザ ー バ 減圧時、ホイールシリンダから排出されたブレーキ液を一時的に蓄える液室。

ダンピング
チャンバ

減圧時、ポンプモータから吐出されるブレーキ液の脈動を抑え、ブレーキべダ 
ルへのキックバックを低減する0

バルブリレー

ソレノイドバルブ及びモータリレー励磁の電源を1011の指令により制御する 
リレー0通常時〇ゞ）に作動し、これらに電源を供給する。システムに 
異常が発生した場合、〇ドドとなり、液圧回路を通常伏態（通常ブレーキ状態）
に保つとともに、六33警告灯点灯回路を構成する。

セ ―^ 夕 "レ ~ 灰83制御中、£011の指令により、ボンプモータに電源を供給し、プランジャポ 
ンプを作動させる0
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アンチロックブレーキシステム——構造.作動

--------エレクトロニックコントロールユニット（八日3— 日011------------------- --------------------------------------------

く概要〉

本五〇!；は、マスタ、スレーブの2つの]V1011 (マイクロコントロールユニット）を搭載するデジタル制御方式 

の電子制御ユニットである0両乂 01；は同じプログラムを処理し、お互いの出力を監視することで、不一致発生 

時にはシステムを遮断し、フヱールセーフを実現している0車輪速度信号を論理処理し八33制御を行う他、自 

己診断機能、フュールセーフ機能、スバルセレクトモニタ対応機能を持っている。

ぐ八的制御〉

4輪から検出した車輪速度信号をベースに、0センサ出力を補助的に参照しながら、疑似的な車体速度や車体 

減速度を演算し、これらと車輪速度、車輪減速度を比較して、車輪がロックしそうな伏況を検知すると、ハイド 

ロリックユニットのソレノイドバルブやモーターポンプを制御し、ホイールシリンダにかかるブレーキ液圧を調 

整することで車輪のロック回避する。

前輪の液圧は左右独立制御を、後輪の液圧はロックしやすい方の車輪を基準に制御するセレクトロー制御をそ 

れぞれ行う。

くセレクトモニタ対応機能〉

スバルセレクトモニタを用いて下記の操作が可能である。

① アナログデータ読みだし

② 〇^/〇ドドデータ読みだし

③ トラブルコード読みだし

④ 故障時の状態情報読みだし

なお、八85警告灯により下記の伏態を表示できる。

① AE3故障

② ダイアグノシスモード時、点滅によりトラブルコード表示

③ 八丑^シーケンス制御時のバルブ

運転席インパネ下の33皿接続コネクタ 
(黄色に531^接続）

トラブル発生を芭011の自己診断機能により検知した時はトラブルコードを最大3個記憶している。3個を超 

えた場合は、最新の3個が記憶されている0 (クリアメモリするまで記憶している）

く注記〉

トラブルコード呼び出し方法及びシーケンスチェックパターンについては別冊の「トラブルシューティングマ 

ニュアル」を参照して下さい。
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アンチロックブレーキシステム——ブレーキ液圧制御

ブレーキ液圧制御（1)通常ブレーキ時

通常ブレーキ時は、ハイドロリックユニット（11/11)内の増圧用、および減圧用ソレノイドバルブに電流が 

流れていないので、増圧用ソレノイドのインレットポート開、減圧用ソレノイドのアウトレットポートは閉にな 

っている。

これにより、ブレーキペダルを踏み、マスタシリンダに発生した液圧は、ホイールシリングに作用し、ブレー 

キカが発生する。

ドしホイールシリンダ
ドしソレノイド

マスタシリンダ

ド闩ソレノイド
ド闩ホイールシリンダ

磨バルヲ 户
0 II @ 0バルブ

し
14 1-

IV

^ ^ 11？ 1 5]

只只ソレノイド

(細

只しソレノイド 
❹パルプ

(增圧)

ダンピング ダンピング
チャンバ チャンハ#

13
(滅圧)

し リザーバ

闩しホイールシリンダ

プランジャ 
ポンプ

ハイドロリック 
ユニット（㈠/リ）

ホイールシリンダ
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アンチロックブレーキシステム ブレーキ液圧制御

(2)八85作動時

く減圧モード〉

ブレーキの作用により車輪がロックしそうになると、五〇!；からの指令により増圧用、減圧用ソレノイドバル 

ブに電流が流れ、増圧用ソレノイドバルブのインレットポートは閉、減圧用ソレノイドバルブのアウトレット 

ポート共開となる。

これにより、ホイールシリンダの液圧は、リザーバに開放され、減圧される。そして、リザーバに蓄えられた 

ブレーキ液は、プランジャポンプによりマスタシリンダに送られる。（ペダルキックバック発生）

尚、ホイールシリンダとマスタシリンダ間は、増圧用インレットポート閉により遮断されており、マスタシリ 

ンダの液圧は、ホイールシリングに作用してない。

ドしホイールシリンダ
ドしソレノイド

^ 091

バルブ

^只ソレノイド 
バルブ

(滅圧) (增圧)

プランジャ 
ポンプ

マスタシリンダ

ソレノイド
，讎

バルヲ1

卩卩ホイールシリンダ

(3
よ

(増圧）（減圧)

只しソレノイド 
バルブ

(過)

ダンピング ダンピング
チヤンハ# チヤンハー

13
(班)

し リザーパ X
プランジャ 
ポンプ

ハイドロリック 
ユニット（㈠/じ）

リザーパ
4

闩しホイールシリンダ 闩卩ホイールシリンダ
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アンチロックブレーキシステム------ブレーキ液圧制御

く保持モード〉

最適な液圧までホイールシリンダが減圧（または、増圧）されると、ぢ〇!；の指令により増圧用ソレノイドバ 

ルブの電流は〇以、減圧用ソレノイドバルブは〇ドドとなり、増圧用インレットポート、減圧用アウトレットポー 

卜は閉となる。

これにより、ホイールシリンダ、マスタシリンダ、リザーバの各間は遮断され、ホイールシリンダの液圧は、 

制御された液圧伏態に保持される。

また、この状態では、マスタシリンダ側はペダルの踏み込み力に応じて発生した液圧状態、リザーバ側は減圧 

信号によりブレーキ液を一時的に蓄えた状態と、それぞれ独立した液圧状態を保つ。

ドしホイールシリンダ

ドしソレノイド
|バルブ

す 7\
(減圧）ひ

闩闩ソレノイド
バルブ 故

0^
(増圧)

マスタシリンダ

ド闩ホイールシリンダ 
卩只ソレノイド 

バルブ|

(ぶ）（減圧1

只しソレノイI 
パルゴ

(増圧)

ダンピングダンビング 
チャンバ チャンバ

し
リザーパ

プランジャ 
ポンプ

(滅圧)

ブランジヤ 
ポンプ 蓋

リザーパ

円しホイールシリンダ

ハイドロリック
ユニット（㈠/リ）

-1

卩〇ホイールシリンダ

V-/
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アンチロックブレーキシステム——ブレーキ液圧制御

く増圧モード〉

車輪のロックが回避されると、五〇!；の指令により、増圧用、減圧用ソレノイドバルブの電流は〇ド卩となり、 

増圧用ソレノイドバルブのインレットボートは開、減圧用ソレノイドバルブのアウトレットポートは閉となる。

これにより、マスタシリンダに発生している液圧（ブレーキペダルを踏んでいることにより発生している）は 

ホイールシリンダに伝わり、再びブレーキカが発生する。

尚、この状態は、通常ブレーキ時と同じである 〇

ドしホイールシリンダ

ドしソレノイド 

バルブ

(減圧)

マスタシリンダ

(増圧)

ド闩ソレノイド尸闩ホイールシリンダ 

バルブ

闩卩ソレノイド
バル^!

了
(減圧)

0"
(增圧)

(減圧)

闩しソレノイド 
バルブ

^3
(増圧）

ダンピング
チャンバ

ダンピング 
チヤンパ

〜鼠— プランジャ1 プランジャ

ち
ポノプリ 为、ノブ

卜2

(滅圧)
ハイドロリック 
ユニット（㈠/リ）

リザーパ リザーパ
-1

ホイールシリンダ 闩8ホイールシリンダ
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アンチロックブレーキシステムー整備要領、車上点検

圓整備要領（1)車上点検

エア抜き

ぐエア抜き作業手順〉

(1) ホイールシリンダのプリーダからエア抜きを行

う。（4輪共）

(2) ペダルストロークを確認する。基準値内なら

0X0

ぐ注記ン

踏力50故でのストローク値はライン管理値を示す。

(3)シーケンス制御パターンに入れ、を作動させ 

る。

，チェック端子コネクタ（2？-胃)をアースに落とす0

ぐ注記〉
詳細については別冊の「トラブルシューティングマ 

ニュアル」の八38システムの動作点検手順の項を参照 

して下さい。

(4) ペダルストロークを確認する。

(5) ストロークが伸びた場合（1)に戻り、再度エアー 

ぬきを行う。

(6) スト〇— クが基準値の場合終了。

くエア抜き順序〉

①前輪右側-後輪左側-"^前輪左側4後輪右側 

く注記〉

-化学変化を防止するため銘柄の異なるブレーキフ 

ルードは使用しないこと。
，ブレーキフルードは塗装面をいためるので、こぼさ 

ないよう注意すること。またこぼした際は速やかに 

ふき取ること。

象エア抜き作業中、リザーブタンク内のブレーキフ 

ルード量を注意して空にしないこと。

參エア抜き作業中のブレーキペダルのボンビングはゆ

っくり行ぅ。

，抜き取ったブレーキフルードは再使用しないこと。

(ブレーキフルードは吸水性があるため）

-未使用のブレーキフルードの保管は容器のフタをき 

ちんと閉め空気中の水分を吸わないようにする。
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アンチロックブレーキシステム——整備要領、フロントスピードセンサ、リヤスピードセンサ

(2)フロントスピードセンサ

点検^調整，脱着

(3)リヤスピードセンサ

く点検，調整〉

(1) ディスクロータを取外し、トーンホイールとス 

ピードセンサ歯面の傷付きを全周にわたり点検す 

る。
(2) トーンホイールとスピードセンサのギヤツプを

全周にわたり点検する。

ギャップ標準値八寸法（圓）| 0,5〜1，

〇

不良の場合、スピードセンサまたはトーンホ 

イールを新品に交換する0又はセンサ出力を点 

検する 

く注記〉

センサの出力点検は、別冊の「トラブルシューテ 

ングマニュアル」を参照のこと 0

く脱着〉
従来車と同手順につき注意事項のみ記す。1 

(1)スピードセンサは右車輪用、左車輪用で形伏が

異なる 〇

(2) ハーネスにねじれがないか、ハーネス被覆上の 

マーキング（線色）により点検する。（只只：白、 

此黄）

(3) ハンドルを左右に転舵した際、ハーネスが引張 

られていないか、さらにハーネスがタイヤサスぺ

ンションまたはボデーと接触しないか点検する 〇

上

ーンホイール

外

点検，調整^脱着

く点検，調整〉

(1) トーンホイールとスピードセンサ歯面の傷付き 

を全周にわたり点検する。
(2) トーンホイールとスピードセンサのギャップを 

全周にわたり点検する。.又、センサ出力を点検す 

る。

ギャップ標準値八寸法（咖） 0.5〜1.1

不良の場合、スピードセンサまたはリヤドライブ 

八33 丫を新品に交換する。

く注記〉

センサの出力電圧測定は、別冊の「トラブルシュー 
ティングマニュアル」を参照のこと。

く脱着〉

従来車と同手順につき注意事項のみ記す。

(1) スピードセンサは右車輪用、左車輪用で形状が 

異なる。

(2) ハーネスにねじれがないか、ハーネス被覆上の 

マーキング（線色）により点検する。（只！！：白、

黄）

ンホイール

ストラツトと共締めのブラケヅトは取付

時ストラットに対し傾かないこと 0
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アンチロックブレーキシステムー整備要領、ハイドロリックュニット

(4)ハイドロリックユニット



アンチロックブレーキシステム——整備要領、ハイドロリックユニット

——脱着一~~——-一一—一一-

く取外し〉

(1) バッテリー㊀側ケーブルを外す。

(2) 車両をリフトアップし、フロントタイヤ（冊）を

外す。

(3) ブレーキペダルを踏み込んだ状態にする。

(4)ストラットタワー部のダストカバー(スクリュリ 

べット2ケ所）及びサイドカバー（タッピングスク

リュ2ケ所）を外す。

(5)八63ハーネス、エアベントホースのバンドクリッ

ブを外す。

(0)油3ハーネス（3本)、3コネクタ（2？グレー、8？ 

グレー、8尸黒）を分離する。

(7)ダストカバ;61^1及びコネクタ固定0只1ぐ1を外す。

(9)只/〇ブレーキパイプ(6本)を!！/IIより分離する。

讎
^ブレーキパイプを取外す前に誤配管防止のた 

め、マーキングをしておくこと。

ぐ参考〉

市販工具：ブレーキパイブ用ソケット使用（冗了〇 

讨〇，祕2 25— 10只または©2 25 —1011)
ブレーキパイブ用ソケット

N0. 31 〇1 〇2 し 罗9
8225,8 10 20 17 54 60 1

ブレーキパイプ用クローフットめ^^ね

鰣〇, 8 ㈠ し ¥9
函5,101>1 10 10 40 45 1

，ブレーキパイブ用クローフットめがねの六角は、中心 
に対し15°の角度をつけてあるので表裏の繰り返し作 
業により、十二角口径と同等（30°の振れ角度で作業 
可）の作業ができます。

(8) メーンハーネスのクランプを外す。

(10)ブレーキパイプ（卩1^11)を分離する。
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アンチロックブレーキシステムー整備要領、ハイド〇リックュニット

(11)ブレーキパイプ固定クランプ（ダンパストラッ

トタワー备床下）を外す0
ブレーキパイプを曲げないようにする 〇

ストラツ
タワー部

(14)ハイドロリックユニットのアース線をショート

メガネレンチを使用して外す 〇

(15)リレーボックスブラケットからハイド〇リック

二匕ニニ、ソトの/、 -ネス2卩黒を分離する 0

床下パイプ 
取付部

(16)只/!；本体を舛す。

題8ナット（2ケ所）を外し、ブレーキパイプを損

傷させないように注意して引出す0

(12)人83ハーネスコネクタ（2卩黒）を分離する（リ 
レーハーネスコネクタと只/〇ハーネスコネクタ）

(1？)リレーボックス取付フランジナット（減8) 2ケ所 

を外し、タイヤハウス側よりリレーボックス八33^

(13)ブレーキパイプをどかし、11/11本体を引き出す

スペースを確保する0

，，，，|^^^

'漏

；、エ^3^::「ヌム.、..:，：:て-、.ぐ..，、，マ- 7，:公:给#3讀券
藝;，酸№1

議
蘭

を取出す〇

ぐ取付け〉

取外しの逆手順にて行う 〇

，ブレーキパイプ配列をまちがえぬこと 〇

取付け後は必ずエア抜き作業を行うこと。 
ブレーキパイプの折り曲げ、損傷に注意すること 〇
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アンチロックブレーキシステムー^整備要領、众83 £00, 0センサ
痛麵~綱㈣，卿^卿麵麵腳細卿 ”，瞧咖川甽酬哪㈣酬雨咖.丨丨丨，丨.旧麵^则り丨丨丨丨丨^晒画晒     〖晒画丨寒丨丨⑽I丨，丨刪丨靡剛誦娜刪叩刚I㈣,㈣     一一-一   ..........................................-じ...............................................................................................................................

(5)六随日011 (6) (3センサ

く点検〉

(1)ぉ011取付のガタ、コネクタのロック状態を点検

する

(2)トラブルコードメモリを点検する

く取外し〉

(1)バッテリー㊀側ケーブルを外す。
( 2)リヤシート下の力一ぺットをはがし、カバー'の取

付タッピングスクリュ（3本)、スクリュリべ

(1本)を外す。
3)及83丑011とブラケットを取付けている麗6ナッ

(2ケ所）を外す

(4)八63 £€1!をバルク内より取り出し、ハーネスコ

ネクタ部を外す

く取付け〉

取出しの逆順序で行う。

コネクタ部を確実に組み付け、またハー 

ネスがかみ込まないように引きまわしを 

行うこと0

——脱着一~——一一—

ぐ取外し〉

(1) バッテリー㊀側ケーブルを傅す。

(2) コンソールボックスを取外す。

(3) ハーネスコネクタを外し、0セン兮取付ナット 

(2ケ所）を取外す。

(4) ブラケットと一体で取外す。

ぐ点検〉

詳細については別冊の「トラブルシューティングマ 

ニュアル」を参照して下さい。

基準値

0センサ水平状態 2.3 土 0,2ソ

+ 90°傾けた状態 3.9 ± 0,2ソ

一90。傾けた状態 0.7 ± 0,2乂

水平前方，
十90〇 -90°

く取付け〉

取外しの逆順序で行う。
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アンチロックブレーキシステム—整備要領、ブレーキホースみパイプ

(7)ブレーキホース8(パイプ

脱着

11/11変更に伴ない

前側4本のブレーキパイプの結合を上から横方向に変更した。

11/11脱着整備作業上、2ゥユイコネクタを追加した。（ブライマリのみ)

く脱着後の点検〉

^ブレーキホースに異常なねじれおよび張り過ぎがないか点検する 〇

ンドルをいっぱい左右に切った際ブレーキホースがボデー、サスペンションまたはタイヤ公ホイールと接触

していないか点検する 〇

ブレーキパイプ八33丫ド

クランプ

ブレーキパイプ八33 丫闩

14.7：!? 

孤1.5:0〕
2ウェイコネクタ

クランプ

17.7±4. 9 
T [1.810. 51

〆

4ウェイコネクタ

14.7：!?
№5,

㈠/リ

クランプ
ブレーキホース尸

ユニオンボルト ガスケッ

ブレーキパイプ卩卩㈠
ブレーキホースし㈠ 
ブレーキホース卩闩

―117,7±4,9 
II〔1.8土(). 5〕

ブレーキパイプ西〇

クランプ

17. 7 土 4 9

8闩に丁し㈠ 
8^X1 ^

コネクタ

クランプ

クランプ

クランプ
1X1 : ^締付トルクN-01〔狁8-爪〕
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4 —^4 タイヤ^ 01ィノレ

〔1〕タイヤふディスクホイール 國仕様 

----------- タイヤとホイールの組み合わせ一—

車 種
トラッ ク、パネルバン パ ン ディアス

350蛣積車 350竑積車 200罐車

3丁0 営農 左記 二郵政
左記 0133

( 01330サン \ 
いトフを除く)

1)1&8

タイヤ 、、 ディスクホイール\
8X0-8 4獅 以外 以外 サンルーフ車

5, 00-12-4？！乩丁 (前輪）
1111 (後輪）

12x4 003 參 鬱

145^12-6？！ II 12 x 4 006 參 罄 ❿

1453112 12x4⑽乜 馨

1553脱 12X4 006 礬

〔2〕タイヤ空気圧
細/。！1〇

車 種 タイヤサイズ
軽積載 定積載

刖輪 後輪 前輪 後輪

トラック
ノ义 ン

3501^積車
27/1)及び
4腳

5, 00^12^4？176？1 1111 1,8 2.2 2.2 3.0

145訂2-6？！ ” 1.8 2.2 2, 2 3.0

ディアス 200蛄積車
2评〇及び
4腳

1453812 2, 0 2.0 2.2 1，1

155涨12 1.8 2.0 2.0 2.2

ランバーステー付車 135施12 79/77111 1.8 2.2 2.0 3.0

く注記〉軽積載とは2名十100岐以下の時である。

〔3〕スペアタイヤ 靄整備要領

スペアタイヤ取付部のホルダ形状変更に伴い一部取付方法を変更した。

137,2 土 9. 8
I [3, 811,0]
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5 ボディ
変更項目のみ記載、記載なき項目は、
’ 92-10新型車解説書^整備解説書を参照
下さい0

(1) グリーンガラス8(スモークガラス........... 5- 2
(2) ヘッドライトリンクバイザ..................... . 5-2

(3) リヤゲー1 11トパー.......................................... 5— 3

(4) 荷台ヶート. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 — 4
(5) ラベル......................................................... 5- 4

⑹搭載工具................................................... 5-4

國主要変更点

(1) ランバースティ形状変更に伴い車高(+10111111)(トラック系スペシャルII、30乂一:[八）変更した。
(2) リヤゲートバー（ステンレスパイプ体）を採用した。
(3) ヘッドランプバイザ及び大型ナンバープレートカバー採用（ディアスクラシック）0
(4) グリーンガラス採用（全車)〇
(5) 後席セパレートシートの仕切り棒を廃止（ディアス系全車）
(6) トノカバー及び荷室フックを追加
(7) シート表皮を変更

(ディアスIIサンサンルーフ） 
(ディアス3、ディアス！）

(8)サンバイザホルダの材質を樹脂製に変更（全車)
(9) 荷台ゲートフックを追加

(10) セラミックプリントの追加

(規^1$トラック） 

(ディアス系）
(11) スライドドアにスモークガラス〇？追加（ディアス系)
(12) クラシック車のパワステ表示ランプ追加
(13) ルーフトリム不織布の目付量変更
(14) リヤクオータトリムにボンドタイプ追加
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(1)ガラスは全面グリーンガラスに統合した。

(ディアス1、マレッサのリヤコーター部スモーク 

ガラスを除く）

ぐ参考〉

(1) フロントガラス (4)リヤコーターガラス

(2) キャブドアガラス （5)リヤゲートガラス

(3) スライドドアガラス（6)八、、)クパネルガラス

(7)サンルーフガラス

リヤクオータガラスにスモークガラスを展開した 

(デイアスIIマレッサ）

(2)ヘッドライトリンクにバイザ付を採用した。 

(クラシック車のみ）
斜線部形状変更

着カパーリヤゲートを新デザインで大型化した。 

(クラシック車）あわせてクラシックマークをラ 

ベルからメッキオーナメントに変更した。

従来車（塩ビ製)

プレート乇デルナンバー

ヴィヴィオ系のプレートモデルナンバーと共用した。 

(プレート色：白（1種類、穴径左017、右¢4.2))
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⑶リヤゲートバー及びセラミックプリント（黒色）を採用した。

セラミックプリント（黑色)

リヤゲートバー（ステンレスパイプ)

アウタハンドル 

八断面

脱着

く取外し〉 ，

(1)リャゲートバーを持ち上げる 0

麵^祿ぎ、
::；:::厂:'.:.

讓

:ぐV

⑶リヤゲート取付ナット（両側各1ヶ所）を外す 〇

81-: 1

/ -. V，- 〇 〆，丫 鎌

':.：-.-

⑵リヤゲートトリムのクリッブをはがす0 (14ヶ所)

麵議議8*111
、に/:ペケ、、子〜..力ぐじ巧

く取付け〉

取外しの逆手順にて行う。
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丁 4

麵

(4)荷台ゲート（リヤ没サイド）❾形状を変更した。 

(部品共用化)従来車に対してタッパ高さが10111111 

低く なった。（3⑽ 111111429011101)

トノカ/す一

，トノカバー及び荷室フックを追加した。（ディア 

スIIサンサンルーフ車）

，ランザステー形状を変更した。

これに伴い、全車を10 111111 高くした。 

コンテナ用に丸パイプ1種類とした〇

あわせてリヤゲートのリヤゲートストッパーゴム

位置の変更（両サイド部）と追加（中央部）を行っ 

た。

新ストッパ‘

從来車よ9
上側に〗3⑺⑺移動した

(6)搭載工具の簡素化を図った。

⑸荷台ゲート変更に伴いトラックのサイドラベル 

(赤帽）、リヤラベルの取付位置を移動した。
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6 空調システム

6 -1 ヒータ冱ベンチレージョン.............................. 6- 2

6-2 マニアルエアコン............................................... 6-2

主要変更点

(1)ヒータシステム

^NA - №>1車も従来車同様のレイ

(2)エアコンシステム

籲黙一]V！？丨車は30車と同じシステム採用（キャブ、50車は従来車と同じ）し、バン、ディァス系は配管径の 
み変更（016化）

參コンデンサ、エバポレータは変更せず。

，制御システム：NA —№1車は130大型化採用により已〇!；制御（エァバルブ無し）とした。
-エンジンクーリングファン： 50車のみ採用

-赤帽車のエアコンキットはトラック系キャブ車は従来のものと互換性有り、又50車卩/3付キットも流用可 
ぼ1(：0使用せず）

6-1



6— 1 ヒータ8^ベンチレーション

圓仕様

.NA-]№1車のヒータシステムは従来車（50車）と同様のものを採用した。（レイアウト、フロントヒータ、リ
ヤヒータ共）

，バン、ディアス系の30車（4勸）にリヤヒータを装着した。

ヒータ 願誠
麵生能 
細1/10

ブロア消費電力 
㈤

最大雖 ブロア型式 ヒータコア寸法 フアン寸法 
⑷

車種

フロントヒータ
温水式エアミックス

2,400 140 140

円筒モータ

151X140X35 130 デブァス寒冷地

2,400 140 150 151X140X25 130 デ;ァス温暖地

2,300 90 140 151X140X25 130 トラック

リヤヒータ 1，700 40 96 プリントモータ 124X120X30 130 ディアス
50車4ガ0

6-2 マニアルエアコン

圔仕様

.NA— ]車のエアコンシステムは従来車（30車）と同様のものを採用した0 (レイアウト、コンデンサエバ 
ポレータ、制御システム共）

，バン、ディアス系の低圧配管径を016化した。

卜
ヅ

ク
9

ノぐ

ネ
ル
バ
ン
系

N0 項 目 似 一0^3 50 似神腿

4 制御装置

発進
カット

従来車共用
…レ無し、（〇ソ丁：展開無し）

従来車共用 
有り

従来車5〇共用 
有り

加速
カット 有り、（〇ソ!4:展開無し）

従来車共用 
有り

従来車共用 
有り

水温
カット

無し 従来車共用 
有り

従来車5。共用 
有り

ド100 従来車共用
アクチユエータでアイドル調整 
入/〇〇!^ ：1，10011)111

従来車共用
エアバルブでアイドル調整 
八/〇〇!^ ：1，10011)111

新規（150大型化）
ぢ〇!；制御 
エアバルブ無し 
八/〇〇!^ ：1，100卬爪

バ
ン春
イ

ア
ス

系

発進
カット

従来車共用
以て：無し、（〇ソ丁：展開無し）

従来車共用 
有り.

従来車50共用 
有り

加速
カット 以丁 ：有り、（〇ゾ丁：展開無し）

従来車共用 
有り

従来車5〇共用 
有り

水温
カット

無し 従来車共用 
有り

従来車3(：共用 
有り

¥101) 従来車共用
アクチュエータでアイドル調整 
八/〇〇!^ ：1，10011>111

従来車共用
エアバルブでアイドル調整 
八/〇〇!^ ：1，10011)111

新規（15(：大型化）
E^\]制御
エアバルブ無し 
入ゾ〇0以：1，100卬饥

6 ~ 2
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7 ボディエレクトリカル

7-1 ボディエレクトリカル 

[1〕コンビネーシヨンメータ

(1) 5TEEF(IN^
ウォーニングランプ.............................. 7- 2

(2) キー抜き忘れブザー.............................. 7— 2

〔2〕オーデイオ..................................................... 7-3

I主要変更点

(1)ウォッシャ連動式ワイパーを採用（ディアス系全車）した0
⑵01)対応機能付カセットステレオ採用（マレッサ除くディアス系全車）した0
(3) コンビネーションメータにキー抜き忘れ防止ブザーを追加した0
(4) スピーカーメーカ変更（三洋0松下製）による仕様変更をした。

⑸ホーン型式を変更した。
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ア SW |

運転 席側ドア SW

en <
転席以外ドに

+B

W-LIVT

ボディエレクトリカル コンビネーションメータ

〔1〕コンビネーシヨンメ ータ

(1)クラシック車のコンビネーシヨンメータに5丁561^0ウォーニングランプを追加した。

3丁日例N0ランプ 3丁已5闩11\1(3ランプ

《〇ソ丁車〉 く^4丁車〉

⑵コンビネーションメータにキー抜き忘れブザーを追加した。（全車)

ぐ回路図〉

コンビメータ八33 丫
I---------------------------------------- 1
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ボディエレクトリカノレ オーディオ

〔2〕才ーディオ

ディアス系（マレッサを除く）に「00端子付」カセットを採用し、更にオーディオ外観を向上させ 
た。

[電子チューニングカセットステレオ（(：！）プレーヤ接続対応）

但し、ディアスマレッサは従来通りのF1^/A1V[電子チューニングハイパワーカセットステレオ

(00プレーヤ接続対応）
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8巻末資料

8-1新設特殊工具
〔1〕エンジン.............................................. 8-2

8-2給油脂....................................................... 5-2
8-3 サービスデータ................................  5— 3
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―8- 1」―新設特殊工具
〔1〕エンジン

区分 工具番号 工具 名称 用 途
5丁 498345900 スバルセレクトモニタ用

カートリッジ ノ’）V

% 春

スノ《ノレセレクトモニタセットと併用して已61、
五(:VI八83等電子制御システムの故障診断に使 
用する。

8 - 2 給油脂図

X〇. 給油個所名 油脂名 備 考
1 ラジェータ 冷却水 スバル純正クーラント

2 エンジン エンジンオイル スバルモータオイル
311 (5幵級）
4^0 (部1級)
30 (30級）

3 ス ーノ くー チヤージヤ - スーパーチャージャオイル 通常はオイノレ1：点検

4 トランスミツシヨン 慰 トランスミッジ 
ョンオイル

スバルギヤオイル
エクストラー75/80

トランスミッシ 
ョンフルード

スバル兄(:VI：フルード

5 フロントデファレンシャル フロントデファ 
レンシャルオイ 

ノレ

トランスミッションオイル〇\1丁）に同じ

6 ブレーキ ブレーキフルード スバル純正ブレーキフルード3，

7 トランスミッシヨン 
メーンシャフトスプライン部

グリース ド又2200クラッチグリース

8 アクスルシャフト 
ベアリング公オイルシール

グリース シェル6459 X
1

9
001

グリース モリレックスN0.2またはサンライト
TE2-A

丁 I 3306003

10 ブレーキ ホイール 
シリンダ

グリース ニグルーブ欣一2 ピストンブーツ内

パッド グリース 卩丑〇グリース パッドとサポートの摺動部 
パッドとシムの接觖面

11 ドラムブレーキシューと 
バックプレートの接触面

グリース ブレーキグリース
(ダフコーニング：モリコート7439)

12 ステアリングギヤボックス グリース バリアントグリースN2

13 ギヤチェンジレノ《一摺動部 グリース 出光ダフニコロニクスN0.2

14 その他
ベダル摺動部、リヤゲートヒ 
ンジ、ドアヒンジ、ドアチェ 
ッカ、エンジンフードロック 
部、フューエルフイラリツド

グリース サンライト2号 
オートレックス入 
コパコート

8-2
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8 — 3 サ ビスデータ

くエンジン〉

車種
贴 - £N1?!

(新規）
似-キャブ

(継続）
3。-丑做1
(継続）

エンジン型式 £N07? £N070 £N077

排気量 （¢0) 658

内径X行程 (111111) 56. 0 X 66. 8

最高出力（ネット）
(1^/11)111) 46/6400 40/6500 55/6200

最大トルク（ネット）
1 (1^2 — 111/ 113111) 5. 6/4800 5.5/3500 7-1/3800

圧縮比 9.8 9.8 9.3

圧縮圧力（1^/0ゼ/!!)!!!) 11. 3/300 11. 3/300 9.8/300

シリンダへッド歪み限度
(111111) 0.05

シリンダへッド研磨限度
(111111) 0.10

シリングブロック歪み限度
(111111) 0.05

シリンダブロック研磨限度
(111111) 115

スパークプラグ 呢仄： 2卩廳
N0 ：仄20〇丁 只一 311

スパークプラグギャップ
(111111) 1.0〜1.1

車 種 财 - £№1 恥-キャブ
(新規） (継続）

スタータ出力

サーモスタット
開弁温度

弁全開温度

エンジンオイル油量（幻

冷却水容量⑷ 
(リザーブタンク含)

点火順序

燃料圧力
(故/。ボ)

イグニッショ 
ンコイ儿^

1次コイル抵抗 〇. 85卩 1.22 0.952

2次コイル抵抗 13. 〇⑽ 26. 〇⑽ 10.0…

！点火時期6700〇 /卬爪 10° 7800 6° 7800 10° 7800

バルブ 
クリアランス 

(111111)

インテーク 〇.15(冷間）

ェキゾ-スト 0.20 (冷間）

へッドボルト 
締付トルク（冷間）

3. 〇竑-10で締付後一旦ゆるめ2. 〇蛇 
1にて締付後，更に90°締付ける。 
[参考]この時締付トルクは3. 5〜

1 4. 0政1の範囲になる。 |

マニホールド
締付トルク 
N-111〔故-瓜〕

インテーク 15.7 土 1.0 [1.610.1]

ェキゾースト 34 3±4,9〔3.5土(). 5〕 ‘

オルタネータ
出 力 12从-55入 12卜45八 12卜55人

調整電圧 14. 5 V

10 5\^ 〇]^ 時

アイドリング時

30 -丑做!
(継続)

0.651^ (日立）4勸 
0.651^ (三菱）2\^0 
0.70腿（三菱）：丑(:VI全車

78〇0

93で

約3.0㈣）
約3.1㈤(:ソて)

Vリブドべル 
卜のゆるみ 

| (111111/101^)
〔〕内は継続 
使用の場合

9〜11 
〔11〜13〕

9〜11 
〔11〜13〕

7〜8 
〔7〜9〕

入〇〇十八/〇 5〜6 
〔6〜7〕

5〜6 
〔6〜7〕

50
6〜8 I

〔7〜9〕

アイドル。0雛 〇. 5%以下 1. 5%以下 〇.放以下

ァィドル9(:纖 5001)1)皿
以下

8001)1)111 
以下

5001)1)111 
以下1

約6. 5 4

1—3 — 4一2

約3.1

約2.6

くトランスミッション〉

ギヤオイル量
(トランスミッション)

(交換時）

2

0
一 5^7 約1‘9ゼ

4

0

セレクティブ

だし十5継 約2.1及

只乙十5^
デフロック、フリー
ホイールアクスル付

約2, 2で

約1.9*6

フルタイム 5^1 約2.0*6

ギヤオイル量
(フロントデフ）

兄〇ソ丁フルード量

0.8ゼ
(フリーアクスル付：0,9名)

2觀：2, 7~3, 02 

4界0 :3. 9〜4. 2ぶ
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サービスデータ

くボディー〉

2\\^) 4腦

フューエルタンク容量 40ぶ

フューエル
ポンプ吐出量

£711

皿 15

30 951

ラジエータキャッブ 
開弁圧 拉/〇 III2

研側 0.9土().15

負圧側 一〇. 05以下

ブレーキペダル 
(111111)

遊び 1〜3

床下とのすき間 110以上

クラッチペダル 
(111111)

遊び 10〜25

床下とのすき間 90以上

フロント
ホイール 
アライメント

，フロントク、 
ロスメンバ
挪の取付 
ボルトの頭 

、部

キヤンバ（度） 1。±45,

キヤスタ（腿） 30 50，土1。

卜ーイン（冚冚） ^ 1 土3

サイドスリップ
(咖） 0±3

地
上
麵-一鬌，蟾

尚
(咖)

12,バイアス 338 -24

12,ラジアル
145^12 321-24

卜12,ラジアル
ラ1553812 
イ1453X12

321-24

リヤホイール 
アライメント

(トレーリン、 
グアーム取 
付けボルト 

、中心 ^

キヤンバ（度） 0。5〇, ±1。

卜ーイン（匪） ！ 取1土3

サイドスリップ
(腿） 0±5

地
上
局

(01111)

12"バイアス 299 + 12 
一24

12,ラジアル
145只12 286 -24

卜12,ラジアル
ラ1558X12 
イ145涨12

282 -24

アクスルナット 
締付トルク

―爪）

フロント 18』±2‘0

リ ャ 24.0 (2^0，4貿〇共）
(30°以内増締め）

ホイールサイズ 12x4.008

ホイールナット締付トルク 8〜10. 〇政―爪

ステアリングホイール 0~25111111

舵 角
内側 〇〇〇 91：/ +1。30’36 25 ― 2。3〇，

外側 +1° 30’
加川 一2。30，

ディスクロータの厚さ 標準 18111111

(111111
馨

鲁

)
限度 15. 5111111

ディスクパッドの厚さ
標準 - 9111111

限度
#

1. 5111111

ライニング厚さ
(111111)

標準 4.4111111

限度 ,丄. 7111111

4イー、ノゲ广 ドラム内径）
標準 180111111

ノ 1―ノノ 、

限度 182.2

ハンドブレーキレバー
操作力 20は

引き代 7〜9ノッチ

バッテリ型式（）は
26 £17乙 

(12ゾ ー21細
38820乙 

(12 V - 28細
5時間率容量を不す 288171^

(12 V - 24細
38320尺

(12ゾ ー28入11)

ディスクホイール 
(スペアタイヤを除く）

オフ
セット 45.0

？00 100

タイヤ空 
気圧
02/。ゼ）
定積時を 
示す 
()後輪

5. 00-12-4？！？ 
76？1？

(前)(後) トラッ
ク

2. 2(3, 0)

145812-6拘 2. 2 (3. 0)

5.00-12-4？！？ 
ゾ6冊

バン
2. 2(3： 0)

145尺12,6四 2. 2(3, 0)

14581112
ディア
ス

2. 2(2, 2)
135/95只12 
(0？)79/771 

15551112
2. 0(2, 2)

8-4
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